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はじめに 
 

マラリアやペスト等の感染症は病原体を保有した蚊やねずみ等の媒介動物が人へ病原体を感染させ

人に対して病気を起こす。これらの動物から人間へ感染する感染症は動物由来感染症（Vector-Borne 
Infectious Diseases）と言われ、わが国にも 10～100 程度は存在するが、世界は約 300 近くの動物由来

感染症があるとされている。1 
これらの動物由来感染症の一部は船舶等により、病原体を保有した媒介動物が輸送され、感染症を拡

大させることがある（以下、「媒介動物由来感染症」という。）。その例として古くは中世ヨーロッパや

南アメリカでのペストや黄熱の流行が挙げられ、近年では船舶と同様に航空機を介し、空港及びその周

辺でマラリアが発生するなどの例がある。2 
一方、わが国では明治 23 年、香港から長崎港へ入港した船舶からわが国最初のペスト患者の発見が

あり、明治 32 年には神戸・大阪においてペスト患者と共にペスト菌に感染したネズミが発見されてい

る。3 その他、蚊が媒介するデング熱は昭和 17 年に長崎を発端に神戸、大阪にかけて流行し、患者数

は約 20 万人に達した。4この流行はわが国に生息している種の蚊が媒介者となって広域な流行を起こし

ている。 
近年では北米において突如として出現したウエストナイル熱は記憶に新しい。昨年にはアジアで流行

したチクングニヤ熱がイタリアへ飛火するなど、世界では媒介動物が関与する感染症の発生は依然とし

て存在し、拡大の傾向にある。5 6これらの媒介動物によって媒介される感染症の国内侵入・定着を許せ

ば、国内での発生及び流行を招き、国民の健康被害に重大な影響を及ぼす恐れが危惧されることから、

海外との接点となる国際港及び空港において媒介動物のサーベイランスは極めて重要である。 
検疫所では、検疫感染症の侵入を水際で防止する一環として、海外からの船舶及び航空機が出入りす

る港湾区域・飛行場の衛生状態を明らかにするため、検疫法 27 条に基づき、国際港、国際空港につい

て検疫感染症及び準ずる感染症である南米出血熱、ペスト、ラッサ熱、デング熱、マラリア 、ウエス

トナイル熱、腎症候性出血熱、日本脳炎、ハンタウイルス肺症候群の病原体を媒介する虫類の有無、そ

の他ねずみ族及び寄生虫類（ノミ）の侵入及び生息状況の調査を行っている。 
本報告書は平成 17 年 8 月 3 日付、食安検発第 0803001 号「港湾区域等衛生管理業務の手引きについ

て」の通知に基づき行われたベクターサーベイランスについて、平成 18 年 9 月 25 日付、食安検発第

0925001 号「「港湾区域等衛生管理業務の手引きについて」における調査結果の扱いについて」に基づ

き、各検疫港及び国際空港で行われた調査のデータを成田空港検疫所媒介動物検査室で集約し、わが国

に侵入・生息する媒介動物の種類・分布・媒介動物の侵入状況及び流行について評価・解析した。また、

本報告書は各検疫所へ提供することにより、各検疫港での感染症対策の一助となることを目的とし、報

告書として作成したものである。 
平 成 2 1 年 3 月 3 1 日 
厚生労働省検疫所業務管理室 

   厚 生 労 働 省 検 疫 所 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
1 厚生労働省 ホームページ http://www.forth.go.jp/mhlw/animal/index.html 
2 WHO 2000「Bulletin of the World Health Organization, 2000」 78 (8) 997 
3 厚生労働省公衆衛生局 1980 「検疫制度百年史.ぎょうせい」pp51-55  
4 長崎市医師会 http://www.nagasaki.med.or.jp/about/history_05.htm 
5 WHO ホームページ http://www.who.int/features/qa/63/en/ 
6 国立感染症研究所 http://www.nih.go.jp/vir1/NVL/NVL.html 
 



I. わが国を取り巻く媒介動物由来感染症の状況 

 

１. 国内の媒介動物由来感染症の発生状況 
わが国の媒介動物由来感染症の国内患者の発生状況はマラリア及びデング熱の海外での感染（輸

入例）はあったものの、国内で発生はなかった。日本脳炎の状況は例年、数例程度の国内発生があ

るが、本年は茨城県で 2 名、愛知県で 1 名の合計 3 名で例年より低い発生数であった。わが国では

従来、西日本で発生することが多く、発生時期も主要ベクターであるコガタイエカの発生が盛んと

なる夏季となっているが本ケースのうち、茨城県で発生例はベクターが比較的少ない 5月に起きて

いる。7 

国立感染症研究所ではブタの感染状

況から日本脳炎ウイルスが蔓延してい

ると推測される地域を調査するため、日

本脳炎ウイルスの増幅動物であるブタ

の血清中のウイルスに対する抗体調査

を行っているが、昨年においても一部の

地域を除き沖縄から北海道まで抗体陽

性が確認されており、これら日本脳炎ウ

イルスが蔓延していると推測される地

域では、ヒトへの感染の可能性があると

考えられる。8 
HFRSについては我が国ではこれま

で 1960 年代において大阪、梅田での発

生があり、その他実験動物を原因とする

患者の発生の報告はあった。しかし、現

在では患者の発生は報告されていない。9 
  

２. 世界の媒介動物由来感染症の発生状況 
世界に目を向けると多くの国で媒介動物由来感染症は発生している。世界保健機関の報告（「2008 

WORLD MALARIA REPORT」）によると 2006
年に世界の人口の半分はマラリアの危険にさら

されており、アフリカ、アジア、パプアニューギ

ニアやソロモンなどの南太平洋諸島、中南米など

109 ヶ国でマラリアが存在している。その多くの

患者はアフリカのサハラ以南で発生し、これらの

地域からの旅行者が帰国してから発症する例は

全世界でも年間 3 万人程度あるとされ、わが国で

も年間、約 100 名程度の報告がある。わが国と

頻繁な交流がある西太平洋地区を見ると 1990 年

代から患者の発生は減少傾向にあるが、依然とし

て 10 の国で年間およそ 40 万の患者が発生して

いる。10 
（写真出典：WHO；Public Health Mapping and GIS Map Library） 
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7 国立感染症研究所 ホームページ http://www.nih.go.jp/vir1/NVL/JEVMeeting.htm 
8 国立感染症研究所 ホームページ http://idsc.nih.go.jp/yosoku/JE/2008JEsw/FigTab/Map08_18.gif 
9 吉川泰弘 1998 「輸入動物及び媒介動物由来人獣共通感染症の防疫対策に関する総合的研究」厚生科学研究費新興再

興感染症事業 平成 9 年度研究成果報告書 
10 WHO 2008 World Malaria Report 2008 http://www.who.int/malaria/wmr2008/ 



デング熱については約 25 億人の人がデングウイルスに感染する熱帯と亜熱帯地域に居住してい

るが、これら東南アジア、インド亜大陸、南太平洋、カリブ、南・中央アメリカ、オーストラリア

北東部、アフリカでは毎年 5000 万人が感染し、

都市部に多く発生している。11 12 デング熱ウイ

ルスが存在する地域は、近年著しく広がっており、

2007 年はアメリカ大陸で 89 万人以上の感染し、

2 万 6 千人はデング出血熱（DHF）であった。

この傾向は 2008 年も続き、特にブラジルでの発

生が顕著であった。西太平洋地区では 2004 年に

デング熱とデング出血熱は 30 以上の国から 16
万人以上の患者が報告されている。ＤＨＦは東南

のアジアの国から報告されているが、カンボジア、

マレーシア、ラオス人民民主共和国、フィリピン

及びベトナムでは3から5年の周期的で流行があ

る。13 
アジアと太平洋にはない黄熱については、アフリカ・アメリカ大陸の熱帯地域の雨季に発生が多

く、特にアマゾン川流域の熱帯雨林に接した国々で地域的な流行を起こし、毎年のように都市部で

の流行がある。 
（写真出典：WHO；Public Health Mapping and GIS Map Library） 
ウエストナイル熱についてはアフリカ、ヨーロッパ、中東、中央アジア、西アジア、北米など広

い地域に分布しているが、1999 年に侵入した北

米では依然として患者が発生している。2008 年

3 月には北米でこの年、初めてのウエストナイル

熱患者がアリゾナ州（Maricopa County)で報告

され、その後 43 州に広がり昨年の感染者数は

1338 名、死者は 43 名となっている（2009 年 2
月 13 日現在）。また、カナダでは 36 名が感染し

ている。14 15（写真出典：CDC；National Center for 
Infectious Diseases Special Pathogens Branch） 

 
日本脳炎はアジア、オーストラリア北部にかけ

て広く分布している。世界的には年間３～４万人の日本脳炎患者の報告がある。わが国でも昨年は

3 例の感染者があった。16 17  
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ペストはアフリカの多くの国、旧ソ連、アメリ

カ大陸及びアジアの風土病であるが 2003年で 9
つの国が2,118人の患者と182人の死者が報告さ

れた。近年の流行はコンゴ民主共和国にて 2006
年までの間、数回の流行はあったが 2008 年では

大きな流行はなく、米国では年間に 10 から 20
名程度の感染者の報告がある。18 19 20 
（写真出典：WHO；Public Health Mapping and GIS 

Map Library） 

 
11  WHO ホームページ http://www.who.int/mediacentre/factsheets/fs117/en/ 
12  WHO ホームページ http://www.searo.who.int/en/Section10/Section332_1103.htm 
13 WHO ホームページ http://www.wpro.who.int/sites/mvp/overview.htm 
14 CDC ホームページ http://www.cdc.gov/ncidod/dvbid/westnile/surv&controlCaseCount08_detailed.htm 
15 CDC ホームページ

http://www.cdc.gov/ncidod/dvbid/westnile/Mapsactivity/surv&control08Maps_PrinterFriendly.htm 
16 厚生労働省ホームページ http://www.forth.go.jp/tourist/kansen/08_j_ence.html 
17 国立感染症研究所ホームページ http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g2/k02_27/k02_27.html 
18 WHO ホームページ http://www.who.int/mediacentre/factsheets/fs267/en/ 
19 WHO ホームページ http://www.who.int/csr/don/archive/disease/plague/en/ 
20 CDC ホームページ http://www.cdc.gov/ncidod/dvbid/plague/qa.htm 



腎症候性出血熱（HFRS）はヨーロッパから中国、韓国や極東ロシアまでユーラシア大陸全域に

渡り HFRS が存在している。特にアジア、ヨーロッパにおいては多くの国で患者の報告がある。 
ハンタウイルス肺症候群（HPS）は 1993 年に米国の南西部で発生し、2007 年 3 月 26 日まで合

計 465 ケースのHPSが報告された。21 222004 年までカナダ、米国、パナマ、ブラジル、ボリビア、

パラグアイ、チリ、ウルグアイ、アルゼンチン等の南米においても発生が確認された。HPSの原因

ウイルスは主にシカネズミやコメネズミという

南北アメリカ大陸にのみに生息する種類のネズ

ミが保有しているため、他の地域でのHPSの発

生は報告されていない。（写真出典：CDC；National 
Center for Infectious Diseases  Special Pathogens 
Branch） 

 
 
 
 
 
 
 
 
WHOの公式情報であるEpidemic and Pandemic Alert and Response (EPR)、「Disease 

Outbreak News」に掲載されていたOutbreakの情報から 2008 年における、主な媒介動物由来感

染症の発生状況を見ると、Outbreakとして報告があった事例は、ブラジルでデング熱（デング出

血熱を含む）が 120,570 人発生し、黄熱はパラグアイ、ブラジル、リベリア、中央アフリカ共和国、

ギニア、コートジボアール、中央アフリカ共和国、ブルキナファソで発生が確認された。23 
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21 CDC ホームページ http://www.cdc.gov/ncidod/diseases/hanta/hps/noframes/caseinfo.htm 
22 CDC ホームページ http://www.cdc.gov/ncidod/diseases/hanta/hps/noframes/argtina.htm 
23 WHO ホームページ http://www.who.int/csr/don/archive/year/2008/en/ 



II. 検疫感染症等媒介動物侵入・生息調査の概要 

 

１. 調査対象感染症及び調査方法 
調査の対象の感染症は平成 17 年 8 月 3 日付、食安検発第 0803001 号「港湾区域等衛生管理業務

の手引きについて」（以下、「衛生管理業務の手引き」という。）の通知の別添 1「港湾衛生管理ガイ

ドライン」（以下、「ガイドライン」という。）の 2．「調査対象感染症のねずみ族及び蚊族調査」（以

下、「調査マニュアル」という。）で示されているねずみ族、ノミ類及び蚊族で媒介される検疫感染

症及び検疫感染症に準ずる感染症であるラッサ熱、ペスト、腎症候性出血熱、ハンタウイルス肺症

候群（以下、「ねずみ族媒介性感染症」という。）、黄熱、マラリア、デング熱、日本脳炎、ウエス

トナイル熱（以下、「蚊族媒介性感染症」という。）とした。 
調査の方法は、衛生管理業務の手引きの別添 2 の「Ⅰねずみ族調査マニュアル」及び別添 3 の「Ⅲ

蚊族調査マニュアル」に基づき実施した（参考資料）。 
 

２. 調査実施期間 
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合計 49 の政

区域であった（表１及び右図）。 

 平成 20 年 1 月 1 日～12 月 31 日 
 
３. 調査データの集約方法 
平成 18 年 9 月 25 日付、食安検発第 0925001

号「「港湾区域等衛生管理業務の手引きについて」

における調査結果の取扱いについて」に基づき、

同通知の別添資料 1 の電子媒体の様式 1～7
（Microsoft® Excel）及び資料 6-1、2 の評価マ

ップ（Adobe® Acrobat® PDF）の調査データを

成田空港検疫所媒介動物検査室へ送付し、全国検

疫所の調査結果を一元化した。 
 
 
 
 
 
 
４. 調査実施検疫港・空港 
本報告書に用いた調査データは小樽,石狩湾,稚

内、留萌、紋別、網走、花咲、釧路、苫小牧、室

蘭、函館、仙台塩釜、千葉、東京、川崎、横浜、直江津、新潟、伏木富山、 那覇、金沢、清水、

名古屋、四日市、和歌山下津、大阪、岸

和田、神戸、広島、関門、博多、長崎、

鹿児島、金武中城、石垣、新千歳空港、

旭川空港、函館空港、仙台空港、成田国

際空港、東京国際空港、新潟空港、富山

空港、小松飛行場、中部国際空港、関西

国際空港、広島空港、福岡空港、那覇空

港の海港 35 及び空港 14、

令
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入・生息調査の結果 

1.

追跡し、流行を推定する目的で航空機及び政令区域について媒介蚊の侵入・生息状況を把握した。 

（

機

イル熱、

LAX：ロスアンジェルス、MNL：マニラ、ORD：シカゴ、

VG：上海、SGN：ホーチミン、TPE：台北） 
 

 

III. 媒介動物侵

 蚊族調査 
蚊族で媒介される黄熱、マラリア、デング熱、日本脳炎、ウエストナイル熱に対する浸淫度を

 
① 航空機調査 
到着航空機に対し、機内に立ち入り目視により蚊の生息を確認した。調査を実施した検疫空港

は 12 空港で 24 ヶ国・地域（64 路線）、合計 1,951 機について調査が行われた。その内訳は韓国

（377）、香港を除く中国（372）、グアム･アラスカを除く米国（366）、台湾（272）、タイ（87）、
フィリピン（84）、ロシア連邦（77）、香港（70）、シンガポール（49）、カナダ（44）、グアム（39）、
ベトナム（30）、アラスカ、（25）、インド（19）、インドネシア（17）、エジプト（5）、モルディ

ブ（4）、モンゴル（3）、オーストラリア、カタール、スリランカ、マレーシア各（2）、アゼルバ

イジャン、アラブ首長国連邦、カンボジア各（1）であった（表 2、3、グラフ 1）。そのうち、9
ヶ国・地域（15 路線）の 34 機（1.74％）、から蚊の生息を確認した（表 2、3）。路線に見るとフ

ィリピン（MNL）が 77 機中 8 機（10.4％）で最も多く、次いでタイ（BKK）87 機中 6 機（6.9％）、

米国（EWR）16 機中 6 機（37.5％）、中国（PVG）173 機中 2 機（1.2％）、韓国（ICN）355 機

中 2 機（0.6％）以下、アラスカ（ANC）25 機中 1 機（4％）、インド(BOM) 6 機中 1 機（16.7％）、

中国(CGQ) 12機中 1機（8.3％）、インド(DEL) 13機中 1機（7.7％）、中国(DLC)58機中 1機（1.7％）、

香港（HKG）70 機中 1 機（1.4％）、米国(LAX) 82 機中 1 機（1.2％）、米国(ORD) 28 機中 1 機

3.6％）、ベトナム(SGN) 21 機中 1 機（4.8％）、台湾(TPE) 241 機中 1 機（0.4％）であった。 
これら捕集した蚊の種の内訳は Culex. pipens Complex（アカイエカ群）11 機 56 個体（BOM、

DEL、DLC、EWR、CGQ、TPE）で最も多く個体数が捕集された。続いて Cx. gelidus が 8 機

13 個体（MNL、BKK）、Cx. Tritaeniorhynchus (コガタアカイエカ) 8 機 9 個体（ORD、LAX、

PVG、BKK、MNL、SGN）、Cx. pipiens quinquefaciatus(ネッタイイエカ)3 機 4 個体（BKK、

HKG）、種不明のイエカ属 3 機 3 個体（BKK、ICN、MNL）、Cx. pipiens pallens (アカイエカ)2
2 個体（PVG、ANC）、その他 Cx. pseudovishnui（シロハシイエカ）１機１個体（MNL）、

Cx. rubithoracis（アカツノフサカ）１機１個体（SGN）、Mansonia umiformis(アシマダラヌマ

カ) １機１個体（ICN）の順で生息が確認され、合計 2 属 8 種群及び不明種の 90 個体であった。

そのうち、日本脳炎の媒介種であるコガタアカイエカ等及びウエストナイル熱の媒介種であるア

カイエカ、ネッタイイエカ、コガタアカイエカ等のイエカ属及びアシマダラヌマカが多く含まれ

ていた（表 2、3、図１）。蚊の病原体の保有検査では媒介種 67 個体についてウエストナ

日本脳炎ウイルスの病原体遺伝子の保有検査を行ったが、全て陰性であった（表 2）。 
（ANC：アンカレッジ、BKK：バンコック、BOM：ボンベイ、CGQ：長春、DEL：デリー、DLC：大連、EWR：

ニューアーク、HKG：香港、ICN：インチョン、

P



グラフ１　航空機調査における地域別の蚊族の捕集機数（2008年）
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② 港湾区域等調査（蚊族成虫及び幼虫調査） 
各検疫港内に標準地域メッシュ・システム（昭 48.7.12 行政管理庁告示第 143 号「統計に用い

る標準地域メッシュ及び標準地域メッシュコード）である１ｋｍ四方の区域を調査区域（以下、

「調査区」という。）とし、その区域に蚊の捕集機器であるライトトラップを設置し、捕集調査

を行った。蚊を誘引する目的でドライアイスを誘引剤として加えた（以下、「成虫調査」という。）。

調査を実施した検疫港は海港（32）、空港（14）、合計 46 検疫港、延べ調査区域数で 1,749 調査

区について調査を行った。その結果、海港で 26 港（81％）、空港で 13 空港（93％）、合計で 39
検疫港（85％）と多くの検疫港で蚊の生息を確認した。捕集した蚊の内訳は 7 属 21 種群及び不

明種、15,249 個体であった。そのうち 6 属 15 種群、14,980 個体（98％）が蚊媒介性感染症の

媒介種であった（表 4）。 
また、蚊の定着状況について調査する目的で調査区に水を張った人口容器（以下、「オビトラ

ップ」という。）を設置すると共に蚊の幼虫が生息する水溜りについて、蚊の幼虫の生息を確認

した（以下、「幼虫調査」という。）。調査を実施した検疫港は海港（23）、空港（13）、合計 36
検疫港、延べ調査区域数で 1,412 調査区について調査を行った。その結果、海港で 21 港（91％）、

空港で 11 空港（85％）、合計で 32 検疫港（89％）と多くの検疫港及び検疫空港（以下、「検疫港」

という。）で蚊の生息を確認した。捕集した蚊の種類は 6 属 19 種群及び不明種で、そのうち 4 属

12 種群が蚊媒介性感染症の媒介種であった（表 5）。成虫調査または幼虫調査で生息を確認した

検疫港は 46 港中、41 港（89％）となり、沖縄地区を除く多くの検疫港で季節的な蚊の生息が確

認された。季節的な生息状況の消長は調査を開始する平均気温の 10℃の月（北海道：6-10 月、

本州：4-11 月、沖縄地区 1-12 月）に生息があり、那覇では年間を通じて生息していた（表 6－9、
グラフ 2－5）。各感染症別に見ると黄熱及びデング熱の媒介種である Aedes albopictus （ヒト

スジシマカ）が北海道、横浜、岸和田、東京国際空港、中部国際空港、広島空港を除く 28 の検

疫港（61％）で広く分布しており、季節的な生息状況の消長は調査を開始する平均気温の 10℃
の月（本州：3 または 4 月-11 または 12 月、沖縄地区 1-12 月）に生息があり、通年調査を行っ

ている那覇では年間を通じて生息していた（表 4－6、グラフ 2）。成虫調査で捕集した蚊は 2,438
個体（16％）であった（表 4）。日本脳炎では成虫で Ochlerotatus japonicus japonicus (ヤマト

ヤブカ)、Culex tritaeniorhynchus (コガタアカイエカ) 、Culex inatomii （イナトミシオカ）

の 2 属 3 種の生息が確認された。北は稚内から南は福岡空港まで 24 の検疫港（52％）で広く分

布しており、季節的な生息状況の消長は調査を開始する平均気温の 10℃の月に生息があり、成虫

調査で捕集した捕集数は 4,168 個体（21％）であった（表 4、5、7、グラフ 3）。関西国際空港で

僅か１個体（コガタアカイエカ）ではあるが 1 月に捕集があった。ウエストナイル熱では、Aedes 、
Ochlerotatus 、Armigeres、Culex 、Anopheles 、Mansonia の 6 属 14 種群、14,941 個体（98％）

が捕集され、本調査で捕集した成虫の蚊の殆どはエストナイル熱の媒介種に含まれていた。生息

地域は北海道の一部の港、空港を除き、北は稚内から南は石垣島まで広く分布しており、全体で

39 の検疫港（85％）で生息が確認された。季節的な生息状況の消長は調査を開始する平均気温

の 10℃の月に生息があったが、関西国際空港で僅か１個体（コガタアカイエカ）ではあるが 1
月に捕集があった（表 4、8、グラフ 4）。そして、マラリアでは、三日熱マラリアの媒介種であ

る Anopheles sinensis（シナハマダラカ）、Anopheles lesteri（オオツルハマダラカ）が新潟、

新千歳空港、仙台空港、成田国際空港、関西国際空港、広島空港、福岡空港で生息が確認された。

捕集された成虫の数は 84 個体（0.6％）と僅かであった。季節的な生息状況の消長は平均気温の

10℃の月、4 及び 6 から 10 月（表 4、5、9、グラフ 4）。以上、調査で捕集した黄熱、日本脳炎、

ウエストナイル熱（フラビウイルス）の媒介種である 13,951 個体及びマラリアの媒介種 79 個体

について病原体遺伝子の保有検査を行ったが、全て陰性であった（表 4）。 
  
2. ねずみ族調査（港湾区域等調査） 
ねずみ族及び寄生ノミにより媒介されるペストやねずみ族により媒介されるラッサ熱、ペスト、

腎症候性出血熱、ハンタウイルス肺症候群に対する浸淫度を追跡し、流行を推定する目的で政令

区域についてねずみ族及び寄生ノミの侵入・生息状況を把握した。蚊族港湾区域等調査と同様に

調査区を設定し、その区域内にねずみの捕獲器である籠及びシャーマントラップを設置し、ねず

みの生息調査を行った。調査検疫港は海港（34）、空港（13）、合計 47 検疫港、延べ調査区域数

で 436 調査区について調査が行われた。その結果、海港で 29 港（85％）、空港で 12 空港（92％）、

合計で 41 検疫港（87％）と多くの検疫港でねずみの生息を確認した。捕獲したねずみの種類は

4 属 7 種、329 個体であった。そのうち、腎症候性出血熱を媒介する種及びペストを媒介する重



要種 Rattus rattus (クマネズミ)を含め、ねずみ媒介性感染症の媒介種であった（表 10）。 
各感染症別に見ると、ペストでは全てのねずみ族が媒介種としているため 4属 7種及び不明種、

330 個体全てが媒介種となった。生息分布は北の留萌から南は那覇まで広く分布していた。また、

ペストをヒトへ感染させる寄生ノミは空港では確認されていないが、小樽、網走、川崎、直江津、

神戸港で捕獲したねずみから寄生が確認され、その種類は Nosopsyllus fasciatus（ヨーロッパネ

ズミノミ）であった。捕獲された 330 頭のうち、273 頭についてペストの特異的抗体検査を行っ

たが全て陰性であった（表 10、11）。HFRS では、わが国の在来種で媒介種である Rattus 
norvegicus（ドブネズミ）,Rattus rattus（クマネズミ）、196 頭（59％）を捕獲している。生息

分布はペストと同様に北は留萌から南は那覇まで広く分布していた。ペストと同様に HFRS の
特異的抗体検査を行ったが全て陰性であった（表 10、12）。 

 
3. リスク評価 
① 蚊族媒介性感染症 
 海外から蚊の侵入状況について把握する目的で行われている航空機調査では 9 ヶ国（米国、

中国、韓国、台湾、香港、中国、フィリピン、ベトナム、タイ、インド）から調査対象の 1,951
機、中 34 機（1.74％）から蚊の生息を確認した。その多くは近隣で交流が盛んなアジア（71％）

から発航した航空機で、残りは北米便（26％）であった。その多くの国には日本脳炎、ウエス

トナイル等の蚊媒介性感染症が存在する地域

であった。採集された種は Mansonia 
umiformis(アシマダラヌマカ）を除くとイエ

カ属で、その殆どは日本脳炎、ウエストナイ

ル熱の媒介種であった（表 3）。また、政令区

域の生息状況を把握する目的で行われている

蚊族港湾区域等調査では調査を実施した 46
検疫港の 39 港・空港（85％）から蚊の成虫

の生息を採集し、そのうち 6 属 15 種群、

14,980 個体（98％）が蚊媒介性感染症の媒介

種であった（表 4）。同様に幼虫調査において

も 32 検疫港（89％）と多くの検疫港で蚊の生息を確認したが、いずれもわが国に生息する在来

種であった（表 4）。しかしながら蚊媒介性感染症の媒介種である。特に日本脳炎、デング熱、

ウエストナイル熱の媒介種についてはこの調査において、わが国の検疫港に広く分布していた

ことが判明した。経時的な生息状況は沖縄・南西諸島を除くと冬季間は本州で発生は極端に少

ない状況にあった（表 6-8、グラフ 2-4）。マラリアについては一部の港及び 6 空港で生息はあ

ったのもの、捕集数は僅かであったため、生息密度は低いと言える。また、経時的な生息状況

は前述同様の傾向であった（表 9、グラフ 5）。 

蚊が生息していた航空機（３４機）の発航国・地域の内訳（2008年）

インド, 2

香港（中国）, 1

ベトナム, 1

台湾, 1

アラスカ（米国）, 1

韓国, 2

中国, 4

タイ, 6

米国, 8

フィリピン, 8

以上の結果を蚊族媒介性感染症の発生の可能性を評価するため調査マニュアルの評価基準（A
～D レベル）を当てはめると A レベル（蚊族の捕集がない）6 検疫港となった。その他、40 検

疫港で蚊の捕集があったため B レベル（蚊族を捕集）以上となったが、病原体の保有はなかっ

たため D レベル（感染蚊を採集）と評価された検疫港はなかった。各感染症の評価レベルを見

るとウエストナイル熱で C レベル（媒介蚊を採集）が 40 検疫港（87％）で最も多く、その理

由としてわが国に最も多く広域に生息している Culex、Aedes 等の種が媒介種となっているた

めである。黄熱、デング熱では C レベルが 28 検疫港（61％）であったが、ウエストナイル熱

と同様にヒトスジシマカの生息が要因である。日本脳炎も同様に主要な媒介種であるコガタイ

エカ等が多く捕集されているため、C レベルで 24 検疫港（52％）となった。マラリアでは C
レベルが 7 検疫港（15％）となり、比較的低いリスク評価となった（表 13）。 

航空機や船舶等によりわが国と交流がある多くの国では依然としてデング熱、マラリア等の

流行がある状況で、これらの国から来航する航空機から媒介蚊の侵入が確認された。また、多

くの空港・港で媒介種の発生はあり、蚊族媒介性感染症の発生の可能性の評価でＣレベルでは

あったが、病原体の保有検査では病原体は確認されていないため、検疫感染症等の発生は無か

ったと推測できる。しかしながら、数年の本調査結果より、航空機から媒介蚊の侵入が確認さ

れており、検疫港での媒介蚊の生息については沖縄地区については年間を通して発生し、また

その他の検疫港でも気温の上昇と共に蚊の発生が始まり、夏季には捕集数が多い状況である。

ハマダラカでは冬の平均気温が 16～18℃以下では生存できないとされ、三日熱マラリア原

 13
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虫は 18℃、熱帯熱マラリア原虫は 14℃以下では発育が停止し、マラリア流行に最適の条件

は蚊の寿命も最長になる気温 20～30℃、相対湿度 60％とされている。24 デング熱の主要媒

介蚊であるネッタイシマカでの流行は、厳寒の平均温度が 10℃以上のところ、流行は 20℃

以上でないとおこらないとされている。25 26 
以上のことから、蚊の侵入及び発生は今後も同じ状況が続くと思われ、今後も気温が高くな

る時期に注意しながら継続的な監視が必要と思われる。 
 
② ねずみ族媒介性感染症 
 各検疫港の調査の頻度等に差はあるものの、海港で 29 港（85％）、空港で 12 空港（92％）、

合計で 41 検疫港（87％）と多くの検疫港でねずみの生息を確認した。捕獲したねずみの種類は

4 属 7 種、329 個体でペスト及び HFRS（60％）の媒介種は多くの空港・港で生息していた。し

かし、捕獲されたねずみの種はわが国に生息している在来種であるため、海外からの侵入は低い

と推測される。感染症別に見るとペストでは多くのげっ歯類が自然宿主となっており、全てのね

ずみ族が含まれる。しかし、ペスト菌を人へ媒介する Nosopsyllus fasciatus（ヨーロッパネズミ

ノミ）が小樽、網走、川崎、直江津、神戸港でねずみからの寄生が確認された（表 10、11）。 
HFRSではApodemus agrarius（セスジネズミ）、A flavicollis（キクビアカネズミ）、A agrarius

（セスジネズミ）、A peninsulae（ハントウアカネズミ）、Rattus Norvegicus（ドブネズミ） 
R rattus（クマネズミ）、Calomys glareolus（ヨーロッパヤチネズミ）が自然宿主となっている

が、捕獲されたねずみはクマネズミ、ドブネズミが媒介種であるため、捕獲したねずみの 60％を

占めていた。有川らの報告によるとHFRSは過去に全国 20 カ所の港湾地区で捕獲されたドブネ

ズミ等はハンタウイルスに感染していることが明らかになっている。27 28しかし、本調査の結果

においてはペスト及びHFRS の特異的抗体検査では全て陰性であったため、浸淫度は低いと推測

する。ラッサ熱、HPS、南米出血熱の媒介種の生息は確認されていない。 
以上の調査結果からねずみ族媒介性感染症の発生の可能性を評価するため調査マニュアルの

評価基準にあてはめると、レベル A（ねずみ族の捕獲・証跡なし）が６検疫港（13％）で B レベ

ル（ねずみ族の生息を確認）と評価されたのは 41 検疫港（87％）で、病原体に汚染したことが

疑われる C レベル（ねずみ族から病原体の特異抗体を確認）または保有していることが高い D
レベル（ねずみ族から病原体を確認）と評価された検疫港はなく、ねずみ族媒介性感染症が流行

する可能性は低い状況であったことが推測できる（表 13）。また、海外でのペスト、HFRS、HPS
の流行の公式報告は見当たらない状況ではあるが、ペストを媒介するノミの生息が確認された港

等は今後の海外のペストの発生状況に注意しながら、継続的なベクターの監視をする必要がある

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
24 桐谷圭治 2004 「昆虫と気象」成山堂書店 P167 
25 小野雅司 1996 「地球温暖化による人類の生存環境と環境リスクに関する研究 東アジア地域におけるマラリア及び

媒介蚊の地理的分布と、その規定要因の解明に関する研究」 地球環境研究総合推進費 平成 7 年度終了研究成果報告集

2，pp.428-441 
26 小林睦生 2007 「温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響の総合的評価に関する

研究」 地球温暖化「日本への影響」最新の科学的知見 
27 有川二郎 1995 わが国の野生げっ歯類におけるハンタウイルス感染の疫学的研究と血清診断 臨床とウイルス別冊 
23: 12-18 
28 Kariwa H 1995 Evidence for the existence of Puumala related viruas among Clethrionomys rufocanus in 

Hokkaido Japan Am J Trop Med Hyg 53: 222-227 
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IV. まとめ 

  わが国での蚊媒介性感染症の発生は日本脳炎のみで、その数も僅かな件数であり、本調査の結果、

媒介蚊(Vector)の存在はあるものの、病原体を保有する感染蚊（Infective mosquitoes）はない状況

ではあるが、一時的には侵入する恐れがあったと言える。また、ねずみ媒介性感染症も同様と言え

る。また、流行するリスクレベルの評価において最も高いＤレベルはなく、積極的な防除対策を行

うまでには至ってない。 
蚊媒介性感染症が流行する要因として、病原体の侵入とその地域の免疫力に加え、媒介蚊の存在

があげられる。蚊調査において流行を予測するためには、蚊の密度（HBD：Human Biting Density）、
ヒト嗜好率（HBI：Human Blood Index）等の要因を知ることにより、感染症が流行の指標となる

増殖率（Reproduction Rate）の算出が必要となるであろう。本調査では前述の全ての要因を知る

ことは困難であるが、媒介動物の継続的な動向監視を行い、将来の流行の発生に備え、本調査で得

られた基礎データの蓄積を行うことも重要である。29 
  過去に、わが国の港湾区域等で生息していたねずみ及び従事している者からHFRS抗体の保有が

確認されていた。27 28 30 また、世界では依然として媒介動物由来感染症が発生している。近年、

地球温暖化による媒介動物の生態系の変化が及ぼす感染症としてマラリア、デング熱、ハンタウイ

ルス肺症候群等があげられ、これらの感染症の増加に加え、近年の高速交通の発達に伴う、感染症

の拡大が懸念されている。31 このような状況下で、世界保健機構では 2005 年に国際保健規則の改

正により感染症対策の見直しがなされた。改正された国際保健規則では、感染又は汚染を運ぶ媒介

体の輸出入により、判明した国際的拡大をもたらすおそれのある公衆の保健上の危険に関する証拠

について、世界保健機関に通知及び入域地点（空港・港）において媒介動物等並びに環境を制御す

る効果的な手段と手順を確保し、適正水準の公衆衛生と衛生措置を入国地点において実施しなけれ

ばならないとされている。32 媒介動物由来感染症の侵入を早期に察知し国内への拡大を防止するた

めにも、海外との接点である政令区域での継続的な媒介動物の監視をする必要があると思われる。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
29 栗原 毅 2004 蚊疾病流行をモニターする 医学のあゆみ Vol.210 No.2 166-170 
30 内田幸憲 2005 「港湾労働者のげっ歯類由来感染症に関する健康調査」第 5 回人と動物の共通感染症研究会学術集会  
31 環境省 2007 地球温暖化の感染症に係る影響に関する懇談会 冊子 
32 WHO 2005 ＩＨＲ（International Health Regulations: 国際保健規則） 
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る
。

別
表
第
二
に
お
い
て「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ(

H

五N

一)

」
と
い
う
。)

及
び
マ
ラ
リ
ア
と
す
る
。(

平
一
五
政
四
五
九
・
追
加
、
平
一
八
政

二
〇
九
・
平
一
九
政
四
四
・
平
二
〇
政
一
七
五
・
一
部
改
正)

 
 
 
 

(

検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
三
条 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
腎
症
候
性
出
血
熱
、
日
本
脳
炎
及
び
ハ
ン

タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群
と
す
る
。(

平
一
五
政
四
五
九
・
全
改)

 
 
 

(

調
査
を
行
う
区
域)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
四
条 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
は
、
別
表
第

三
の
通
り
と
す
る
。(

昭
三
一
政
一
八
四
・
一
部
改
正)

 

  

○
港
湾
区
域
等
衛
生
管
理
業
務
の
手
引
き
に
つ
い
て 

 

 
 
 
 
 
[

平
成
１
７
年
８
月
３
日
食
安
検
発
第
０
８
０
３
０

０
１
号 

各
検
疫
所
長
宛 

検
疫
所
業
務
管
理
室
長
通
知]

 

 

 

検
疫
法
第
２
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
疫
所
長
の
行
う
調
査

及
び
衛
生
措
置
に
つ
い
て
は
、「
港
湾
区
域
及
び
空
港
区
域
の
衛
生

対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
１
１
年
９
月
３
０
日
付
け
生
衛
発
第
１
４

１
５
号
生
活
衛
生
局
長
通
知
）
に
伴
い
、「
港
湾
衛
生
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
及
び
調
査
項
目
ご
と
に
「
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
１

１
年
９
月
３
０
日
付
け
衛
検
第
２
４
０
号
検
疫
所
業
務
管
理
室
長

通
知
）
を
策
定
し
、
同
年
１
０
月
１
日
よ
り
施
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、「
港
湾
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
う
ち
、「
ね
ず
み
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
及
び
「
蚊

族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
別
添
の
通
り
改
訂
し
た
の
で
、
港
湾
区

域
等
衛
生
管
理
業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。 

 

な
お
、
「
港
湾
区
域
等
衛
生
管
理
業
務
手
引
き
に
つ
い
て
」
（
平

成
１
１
年
９
月
３
０
日
付
け
衛
検
第
２
４
０
号
検
疫
所
業
務
管
理

室
長
通
知
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 

記 

 

別
添1

 

港
湾
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

別
添2

 

ね
ず
み
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル 

別
添3

 

蚊
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル 

 

別
添
１ 

港
湾
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

１
． 

目
的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

調
査
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
専
用
の
作
業
着
、
手
袋
、
マ

ス
ク
、
防
護
メ
ガ
ネ
等
を
着
装
し
、
媒
介
動
物
そ
の
他
の
健 21

大
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
経
験
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
感
染

症
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
我
が
国
に
常
在
し
な
い
感
染
症

の
侵
入
・
定
着
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

状
況
か
ら
、
船
舶
や
航
空
機
を
介
し
て
国
内
に
侵
入
・
定
着
す
る

可
能
性
の
あ
る
検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症

（
以
下
「
検
疫
感
染
症
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
検
疫
感
染
症
等
を

媒
介
す
る
ね
ず
み
族
や
蚊
族
と
い
っ
た
動
物
等
（
以
下
「
媒
介
動

物
等
」
と
い
う
。
）
の
国
内
へ
の
侵
入
・
ま
ん
延
防
止
等
に
つ
い
て
、

従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
港
湾
衛
生
対
策
に
つ
い
て
、
さ
ら
な

る
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
検
疫
感
染
症
等
の
侵
入
に
大
き
く
関
与

す
る
そ
れ
ら
流
行
地
域
か
ら
来
航
す
る
船
舶
や
航
空
機
並
び
に
そ

の
中
に
生
息
す
る
媒
介
動
物
等
に
対
し
て
合
理
的
、
か
つ
効
率
的

に
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
船
舶
及
び
航
空
機
が

出
入
り
す
る
港
湾
区
域
等
に
お
け
る
媒
介
動
物
等
の
生
息
状
況
、

侵
入
実
態
等
に
つ
い
て
調
査
、
監
視
を
行
い
、
我
が
国
へ
の
検
疫

感
染
症
等
の
侵
入
を
防
止
し
、
的
確
な
港
湾
衛
生
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
港
湾
衛
生
対
策
は
、
ね
ず
み
族
や
蚊
族

等
の
媒
介
動
物
対
策
及
び
海
水
調
査
、
飲
料
水
調
査
等
の
環
境
衛

生
対
策
に
区
分
し
、
実
施
す
る
。
媒
介
動
物
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

の
海
港
、
空
港
ご
と
の
調
査
実
績
、
検
疫
感
染
症
等
の
侵
入
の
危

険
性
等
を
評
価
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
港
、
空
港

に
お
け
る
調
査
の
必
要
性
を
明
確
に
規
定
し
、
全
国
的
に
統
一
さ

れ
た
手
法
に
よ
り
、
必
要
な
場
所
で
必
要
な
頻
度
の
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
。 

２
． 

調
査
対
象
感
染
症 

港
湾
衛
生
業
務
の
対
象
と
な
る
感
染
症
は
、
検
疫
感
染
症
の
う

ち
、
ね
ず
み
族
や
虫
類
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ラ
ッ
サ
熱
、
ク
リ

ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
、
ペ
ス
ト
、
黄
熱
、
デ
ン
グ
熱
、
マ
ラ
リ

ア
の
ほ
か
、
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症
と
し
て
日
本
脳
炎
、

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
腎
症
候
性
出
血
熱
及
び
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス

肺
症
候
群
で
あ
る
。
ま
た
、
海
水
調
査
等
の
環
境
衛
生
対
策
の
対

象
感
染
症
は
、
検
疫
感
染
症
で
あ
る
コ
レ
ラ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

感
染
症
の
調
査
対
象
と
な
る
媒
介
動
物
等
は
、
下
記
の
と
お
り
で

あ
り
、
調
査
対
象
ご
と
に
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。 

ア
．
ね
ず
み
族 

 
 

・
ね
ず
み
族
：
ラ
ッ
サ
熱
、
ペ
ス
ト
、
腎
症
候
性
出
血
熱
、

ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群 

・
ノ
ミ
類
：
ペ
ス
ト 

 
 

イ
．
蚊
族 

 
 

 
 

黄
熱
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
日
本
脳
炎
、
ウ
エ
ス

ト
ナ
イ
ル
熱 

 
 

ウ
．
海
水
、
飲
料
水
、
機
内
食
、
汚
水
、
汚
物 

 
 
 
 

コ
レ
ラ 

３
． 

港
湾
衛
生
調
査
の
実
施
に
つ
い
て 

媒
介
動
物
等
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ラ
ッ
サ
熱
、
ペ
ス
ト
及
び

黄
熱
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
媒
介
動
物
の
国
内

侵
入
、
定
着
を
許
せ
ば
、
国
内
で
の
発
生
及
び
流
行
を
招
き
、
国

民
の
健
康
被
害
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
港
湾
衛
生
対
策
に
お
け
る
ベ
ク
タ
ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
年
間
を
通
じ
計
画
的
に
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
区
域
に
生
息
す
る
媒
介
動
物
の

種
類
、
分
布
状
況
、
季
節
的
変
動
の
把
握
に
努
め
、
外
国
か
ら
の

媒
介
動
物
の
侵
入
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、

環
境
衛
生
対
策
と
し
て
海
水
調
査
、
飲
料
水
調
査
、
汚
水
・
汚
物

調
査
及
び
機
内
食
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
レ
ラ
の
国
内

へ
の
侵
入
を
監
視
し
、
ま
ん
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

海
外
に
お
け
る
発
生
、
流
行
状
況
に
応
じ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。 

４
． 

調
査
結
果
の
活
用
及
び
情
報
提
供 

港
湾
衛
生
調
査
結
果
の
効
果
的
な
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
調

査
結
果
を
集
積
、
解
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

情
報
を
全
国
検
疫
所
の
定
点
情
報
と
し
て
集
約
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

（
１
）
媒
介
動
物
対
策
の
調
査
結
果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ア
．
各
検
疫
所
に
お
い
て
、
実
施
し
た
媒
介
動
物
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
そ
の
生
息
状
況
の 

 

把
握
及
び
調
査
結
果

の
評
価 

マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
う
。
さ
ら
に
調
査
結
果
は
、
調
査
終

了
毎
ご
と
に
成
田
空
港
検
疫
所
媒
動
物
検
査
室
に
電
子

媒
体
に
て
送
付
す
る
。 

イ
．
成
田
空
港
検
疫
所
媒
介
動
物
検
査
室
は
、
全
国
検
疫 

所
か
ら
集
約
（
一
元
化
）
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
い
、

各
検
疫
所
の
危
害
度
に
つ
い
て
検
疫
所
業
務
管
理
室
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
電
子
地
図
へ
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
等
デ
ー

タ
の
加
工
を
実
施
す
る
。 

ウ
．
検
疫
所
業
務
管
理
室
は
、
危
害
度
の
高
い
検
疫
所
を

指
定
し
、
各
検
疫
所
へ
調
査
頻
度
及
び
対
策
に
つ
い
て
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
方
法
で
国
民
に
対
し
媒
介

動
物 

に
係
る
情
報
提
供
を
行
う
。 

（
２
） 

 

環
境
衛
生
対
策
に
お
け
る
調
査
結
果 

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
調
査
結
果
を
解
析
す
る
と
と

も
に
、
入
港
す
る
船
舶
等
の
発
航
地
、
寄
港
地
を
調
査
す

る
。 

５
． 

国
内
防
疫
機
関
と
の
連
携 

港
湾
衛
生
業
務
は
、
重
篤
な
感
染
症
の
国
内
へ
の
侵
入
、
ま
ん

延
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
対
象
感

染
症
の
病
原
体
の
検
出
、
感
染
症
を
媒
介
す
る
外
国
産
媒
介
動
物

の
侵
入
、
生
息
の
確
認
等
の
緊
急
時
に
は
、
国
内
防
疫
機
関
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
協
力
体
制
に
よ
る
監
視
強
化
、
駆
除
等

の
防
疫
措
置
を
講
ず
る
。
こ
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
各

検
疫
所
は
、
各
検
疫
所
で
実
施
し
た
調
査
結
果
に
つ
い
て
得
ら
れ

た
情
報
を
各
都
道
府
県
等
に
提
供
し
、
密
に
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。 

６
． 

港
湾
衛
生
業
務
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策 

（
１
） 

港
湾
衛
生
調
査
時
の
予
防
対
策 
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康
被
害
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
要
因
か
ら
防
御
す
る
。 

（
２
） 

当
該
感
染
症
発
見
時
の
予
防
対
策 

当
該
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
す
る
媒
介
動
物
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
抗
生
剤
の
予
防
内
服
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
ほ
か
、
健
康
診
断
を
実
施
す
る
。 

７
． 

報
告
書
の
提
出 

「
港
湾
区
域
及
び
空
港
区
域
の
衛
生
対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
１

１
年
生
衛
発
第
１
４
１
５
号
生
活
衛
生
局
長
通
知
）
に
基
づ
く
調

査
結
果
等
の
様
式
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
１
） 

各
港
湾
区
域
等
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第
１

に
よ
る
こ
と
。 

（
２
） 

ね
ず
み
族
調
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式

第
２
に
よ
る
こ
と
。
な
お
、
ね
ず
み
族
調
査
に
お
い
て
、

検
疫
感
染
症
を
媒
介
す
る
と
思
わ
れ
る
外
部
寄
生
虫
が

確
認
さ
れ
た
場
合
の
分
類
結
果
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様

式
第
３
に
よ
る
こ
と
。 

（
３
） 

蚊
族
の
調
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第

４
に
よ
る
こ
と
。 

（
４
） 

蚊
族
の
分
類
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第

５
に
よ
る
こ
と
。 

（
５
） 

海
水
調
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第
６

に
よ
る
こ
と
。 

（
６
） 

飲
料
水
調
査
結
果
に
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第

７
に
よ
る
こ
と
。 

（
７
） 

機
内
食
著
佐
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
第

８
に
よ
る
こ
と
。 

（
８
） 

汚
水
汚
物
調
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式

第
９
に
よ
る
こ
と
。 

 

別
添2

 

Ⅰ 

ね
ず
み
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
抜
粋
） 

１
．
は
じ
め
に 

ね
ず
み
族
調
査
は
、
検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る

感
染
症
の
う
ち
、
ね
ず
み
族
が
媒
介
す
る
ラ
ッ
サ
熱
、
ペ
ス
ト
、

腎
症
候
性
出
血
熱
、
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群
（
以
下
、「
ね
ず

み
族
媒
介
性
感
染
症
」
と
い
う
。
）
の
国
内
侵
入
・
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
、
検
疫
港
及
び
検
疫
飛
行
場
（
以
下
、「
検
疫
港
」
と
い

う
。
）
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
区
域
（
以
下
、
「
港
湾
区
域
等
」
と

い
う
。
）
の
う
ち
、
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
侵
入
す
る
危
険
度

を
有
す
る
港
湾
区
域
等
に
つ
い
て
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
病

原
体
を
保
有
す
る
ね
ず
み
族
の
侵
入
状
況
を
調
査
す
る
。
ま
た
、

ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
を
媒
介
す
る
ね
ず
み
族
及
び
ペ
ス
ト
を

媒
介
す
る
寄
生
ノ
ミ
に
つ
い
て
、
港
湾
区
域
等
に
お
け
る
定
着
・

発
生
状
況
を
調
査
し
、
我
が
国
に
生
息
し
な
い
ね
ず
み
族
等
の
定

着
防
止
及
び
在
来
種
の
生
息
域
拡
大
防
止
を
目
的
と
す
る
。 

 

２
．
ね
ず
み
族
調
査 

ね
ず
み
族
調
査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
港
湾
区

域
等
に
生
息
す
る
ね
ず
み
族
等
の
種
の
分
布
及
び
移
動
・
拡
散
等

に
つ
い
て
、
経
時
的
な
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
流
行
防
止
対
策
を
効
果
的
に
講
じ
る

こ
と
が
出
来
る
。
本
調
査
は
こ
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
る
。
調
査
対
象
は
、
港
湾
区
域
等
内
の
外
航
船
舶
・
航

空
機
が
到
着
す
る
区
域
及
び
国
際
貨
物
を
蔵
置
す
る
上
屋
・
倉
庫
、

コ
ン
テ
ナ
蔵
置
場
所
等
の
ね
ず
み
族
が
生
息
・
定
着
す
る
可
能
性

の
高
い
区
域
と
す
る
。
ね
ず
み
族
調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及

び
ね
ず
み
族
捕
獲
調
査
の
ほ
か
、
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
が
侵

入
し
た
可
能
性
が
高
い
場
合
等
に
実
施
す
る
重
点
調
査
と
す
る
。 

（
１
） 

調
査
対
象
検
疫
港 

ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
流
行
状
況
及
び
流
行
地
域
等

か
ら
の
船
舶
又
は
航
空
機
の
来
航
数
並
び
に
来
航
者
数
等
を

指
標
と
し
て
、
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
が
侵
入
す
る
リ
ス

ク
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
、
危
険
度
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
に

あ
る
検
疫
港
に
つ
い
て
、
調
査
対
象
検
疫
港
と
し
て
検
疫
所

業
務
管
理
室
よ
り
指
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
対
象
港
に
お

い
て
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
必
要
な
頻
度
の
調
査
を

確
実
に
実
施
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
調
査
対
象
検
疫
港
以
外
の

検
疫
港
に
あ
っ
て
も
、
ベ
ク
タ
ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
重
要

性
か
ら
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
、
出
来
る
限
り
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
す
る
。 

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

港
湾
区
域
等
に
あ
る
上
屋
・
倉
庫
等
の
ね
ず
み
族
の
生
息

状
況
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
毎
に
専
門
業
者
等
に
よ
る
調

査
・
駆
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
者
の
協
力
を
得
て
、
対
象
区
域
内
の
上
屋
・
倉
庫
等
の
事

業
所
宛
に
別
添
１
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
情

報
を
収
集
す
る
。 

（
３
） 

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査 

ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
侵
入
及
び
ね
ず
み
族
、
寄
生

ノ
ミ
の
生
息
・
分
布
を
把
握
す
る
た
め
、
ね
ず
み
族
は
生
け

捕
り
を
原
則
と
す
る
。
こ
の
調
査
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
、
調
査
区
及
び
調
査
定
点
を
設
定
し
、
一
定
の
頻
度
・
方

法
で
ね
ず
み
族
の
捕
獲
を
す
る
。 

ア
． 

調
査
頻
度
・
調
査
定
点
等 

調
査
対
象
の
検
疫
港
及
び
頻
度
は
、
別
表
１
の
「
侵

入
確
率
分
析
に
基
づ
く
ね
ず
み
族
調
査
の
区
分
と
頻
」

に
従
う
。
ま
た
、
別
添
２
の
「
ね
ず
み
族
調
査
に
お
け

る
調
査
区
及
び
調
査
定
点
の
設
定
」
に
従
い
、
調
査
区

及
び
定
点
を
設
定
す
る
。
設
定
し
た
定
点
は
、
様
式
第

１
の
１
の
「
ね
ず
み
族
調
査
定
点
記
録
表
」
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
保
存
す
る
。 

イ
． 

調
査
方
法 

調
査
区
毎
に
別
添
３
の
「
ね
ず
み
族
の
捕
獲
調
査
方

法
」
に
従
い
調
査
す
る
。 

ウ
． 

記
録 

調
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
１
の
２
の
「
ね

ず
み
族
調
査
結
果
表
」
及
び
様
式
第
１
の
３
の
「
ね
ず

み
族
検
査
結
果
記
録
表
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
保

存
す
る
。 



 

（
４
） 

重
点
調
査 

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査
に
よ
り
、
捕
獲
ね
ず
み
族
か
ら
外
来

種
を
確
認
し
た
場
合
及
び
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
病
原

体
（
特
異
抗
体
を
含
む
）
を
確
認
し
た
場
合
、
検
疫
所
業
務

管
理
室
と
協
議
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
港
湾
区
域
等
内
に
あ

る
施
設
、
船
舶
・
航
空
機
等
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査
を
実
施
す
る
。 

ま
た
、
海
外
で
の
検
疫
感
染
症
等
の
流
行
が
報
告
さ
れ
た

場
合
、
検
疫
所
業
務
管
理
室
の
指
示
に
よ
り
重
点
調
査
を
実

施
す
る
。
調
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
様

式
第
１
の
２
の
「
ね
ず
み
族
調
査
結
果
表
」
、
様
式
第
１
の
３

の
「
ね
ず
み
族
検
査
結
果
記
録
表
」
、
様
式
第
１
の
４
の
「
船

舶
・
航
空
機
ね
ず
み
族
調
査
表
」
、
及
び
様
式
第
１
の
５
の
「
船

舶
・
航
空
機
ね
ず
み
族
調
査
結
果
表
」
に
必
要
事
項
を
記
載

し
保
存
す
る
。
検
査
材
料
を
受
理
し
た
検
査
機
関
で
は
速
や

か
に
検
査
を
実
施
す
る
。 

３
．
種
の
同
定
及
び
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
病
原
体
検
査 

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査
で
捕
獲
し
た
ね
ず
み
族
及
び
ペ
ス
ト

を
媒
介
す
る
寄
生
ノ
ミ
の
種
の
同
定
及
び
病
原
体
検
査
は
、

別
添
４
の
「
ね
ず
み
族
調
査
に
お
け
る
種
の
同
定
・
病
原
体

検
査
及
び
検
体
の
送
付
方
法
」
を
参
考
に
実
施
す
る
。
検
査

は
、
検
疫
所
業
務
管
理
室
が
指
定
し
た
検
査
機
関
へ
様
式
第

１
の
６
の
「
ね
ず
み
族
等
検
査
依
頼
書
」
へ
必
要
事
項
を
記

入
し
依
頼
す
る
。
ま
た
、
種
の
同
定
が
困
難
な
場
合
、
同
様

に
検
査
を
依
頼
す
る
。 

４
．
報
告 ね

ず
み
族
の
捕
獲
状
況
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

調
査
終
了
毎
ご
と
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
に
必
要
事

項
を
入
力
後
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
成
田
空
港
検
疫
所
媒
介
動

物
検
査
室
へ
送
付
す
る
。 

５
．
評
価
及
び
対
策 

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
都
度
、
別
表
２
の
「
ね

ず
み
族
調
査
に
お
け
る
評
価
と
対
策
」
に
基
づ
き
評
価
し
、
対
策

を
講
じ
る
。
な
お
、
ね
ず
み
族
媒
介
性
感
染
症
の
流
行
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
検
疫
所
業
務
管
理
室
と
協
議
の
上
、
地
域
住
民

等
に
対
す
る
健
康
等
に
関
す
る
調
査
、
駆
除
、
環
境
整
備
等
（
様

式
第
１
の
７
「
駆
除
及
び
環
境
整
備
実
施
記
録
表
」
参
照
。
）
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
駆
除
に
つ
い
て
は
、
別
添
５
の
「
ね

ず
み
族
の
駆
除
法
」
を
参
考
に
す
る
。 

 

６
．
そ
の
他 

（
１
）
評
価
マ
ッ
プ
の
作
成 

（
２
） 

関
係
機
関
等
に
お
け
る
捕
獲
ね
ず
み
族
の
扱
い 

港
湾
区
域
等
に
所
在
す
る
関
係
機
関
等
及
び
船
舶
等
か
ら
、

ね
ず
み
族
等
（
死
そ
を
含
む
）
の
発
見
等
の
情
報
を
得
た
場

合
に
は
、
現
場
の
確
認
及
び
ね
ず
み
族
の
回
収
並
び
に
種
の

同
定
、
寄
生
ノ
ミ
の
検
査
を
実
施
し
、
病
原
体
の
保
有
状
況

を
検
査
す
る
こ
と
。 

Ⅲ
「
蚊
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、
別
図
の
「
評
価
マ
ッ
プ
の

作
成
例
」
を
参
考
と
し
て
調
査
区
毎
に
、
感
染
症
別
の
評
価

結
果
を
表
し
た
評
価
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。
な
お
、
重
点
調

査
を
行
っ
た
調
査
結
果
は
、
速
や
か
に
各
都
道
府
県
及
び
関

係
機
関
等
へ
報
告
す
る
。 
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蚊
族
調
査
は
、
検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染

症
の
う
ち
、
蚊
族
が
媒
介
す
る
黄
熱
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、

日
本
脳
炎
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
（
以
下
、
「
蚊
媒
介
性
感
染
症
」

と
い
う
。
）
の
国
内
侵
入
・
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
検
疫
港
及

び
検
疫
飛
行
場
（
以
下
、
「
検
疫
港
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
政
令
で

定
め
る
区
域
（
以
下
、
「
港
湾
区
域
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
蚊

媒
介
性
感
染
症
の
侵
入
す
る
危
険
度
を
有
す
る
港
湾
区
域
等
に
つ

１
．
は
じ
め
に 

別
添3

 

別表２

評価
ねずみ媒介性感染
症が発生する可能

性
調査結果の定義 対　　　　　　　策　

A 非常に低い 　ねずみ族の捕獲・証跡なし 　通常の調査を継続する。

B 低い 　ねずみ族の生息（在・外来種）を確認

　上記に加え、ねずみ族等について病原体保有調査を実施す
る。生息状況及び調査結果等について、当該地区を管轄する自
治体の衛生主管部局（保健所等）へ情報を提供する。外来種を
発見した場合、隣接する調査区について捕獲調査等の重点調
査を実施する。

C 中程度
　ねずみ族から検疫感染症等の病原体の特異抗体
を確認

　上記に加え、政令区域内の全ての調査区についてアンケート
調査、捕獲調査等の重点調査を実施する。調査結果を検疫所業
務管理室へ報告する。また、ねずみ族の駆除対策について検討
を行う。

D 高い 　ねずみ族から検疫感染症等の病原体を確認

　上記に加え、検疫所業務管理室に報告するとともに、重点調
査の結果により、流行の恐れがある場合、検疫所業務管理室と
協議の上、自治体の衛生主管部局（保健所等）と連携し、地域住
民等に対する健康等に関する調査、駆除、環境整備等の国内侵
入防止対策を講ずることとする。

ねずみ族調査における評価と対策

 

Ⅲ 

蚊
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
抜
粋
） 
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い
て
、
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
す
る
蚊
族
（
以
下
、「
感

染
蚊
」
と
い
う
。
）
の
侵
入
状
況
を
調
査
す
る
。
ま
た
、
蚊
媒
介
性

感
染
症
を
媒
介
す
る
蚊
族
（
以
下
、
「
媒
介
蚊
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
、
港
湾
区
域
等
に
お
け
る
定
着
・
発
生
状
況
を
調
査
し
、
我

が
国
に
生
息
し
な
い
媒
介
蚊
の
定
着
防
止
及
び
在
来
種
の
生
息
域

拡
大
防
止
を
目
的
と
す
る
。 

２
．
蚊
族
調
査 

蚊
族
調
査
は
、
媒
介
蚊
及
び
感
染
蚊
の
侵
入
状
況
を
把
握
す
る

目
的
で
蚊
族
を
輸
送
す
る
可
能
性
が
高
い
航
空
機
を
対
象
と
し
た

航
空
機
調
査
の
ほ
か
、
媒
介
蚊
及
び
感
染
蚊
の
侵
入
・
生
息
、
発

生
状
況
を
把
握
す
る
目
的
で
航
空
機
が
到
着
す
る
エ
プ
ロ
ン
等
を

含
む
区
域
及
び
航
空
機
・
船
舶
（
以
下
、「
航
空
機
等
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
侵
入
し
、
生
息
・
定
着
す
る
可
能
性
が
高
い
区
域
を
対
象

と
し
た
港
湾
区
域
等
調
査
と
す
る
。 

（
１
） 

調
査
対
象
検
疫
港 

蚊
族
媒
介
性
感
染
症
の
流
行
状
況
及
び
流
行
地
域
等
か
ら

の
船
舶
又
は
航
空
機
の
来
航
数
並
び
に
来
航
者
数
等
を
指
標

と
し
て
、
蚊
族
媒
介
性
感
染
症
が
侵
入
す
る
リ
ス
ク
を
評
価

し
、
そ
の
結
果
、
危
険
度
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
に
あ
る
検
疫

港
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
検
疫
港
と
し
て
検
疫
所
業
務
管

理
室
よ
り
指
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
対
象
港
に
お
い
て
は
、

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
必
要
な
頻
度
の
調
査
を
確
実
に
実

施
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
調
査
対
象
検
疫
港
以
外
の
検
疫
港
に

あ
っ
て
も
、
ベ
ク
タ
ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
か
ら
本

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
、
出
来
る
限
り
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
す
る
。 

（
２
） 

航
空
機
調
査 

ア.
 

調
査
対
象
及
び
頻
度 

調
査
対
象
の
検
疫
港
及
び
頻
度
は
、
別
表
１
の
「
侵

入
確
率
分
析
に
基
づ
く
蚊
族
調
査
の
区
分
と
頻
度
」
に

従
い
、
蚊
媒
介
性
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
地
域
又
は

国
か
ら
来
航
す
る
航
空
機
を
調
査
の
対
象
と
す
る
。
ま

た
、
発
航
地
の
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
発
生
状
況
及
び
気

候
等
を
考
慮
し
て
、
年
間
計
画
を
立
て
調
査
す
る
。 

イ
． 

調
査
方
法 

① 

聞
き
取
り
調
査 

航
空
機
調
査
の
対
象
航
空
機
の
乗
務
員
に
対
し

て
、
航
行
中
の
蚊
族
の
生
息
状
況
を
聞
き
取
り
に
よ

り
調
査
す
る
。 

② 

採
集
調
査 

航
空
機
到
着
後
、
機
内
に
入
り
、
別
添
２
の
「
蚊

族
の
採
集
方
法
」
、
１
の
捕
虫
網
・
吸
虫
管
法
に
従

い
成
虫
を
採
集
す
る
。 

③ 

記
録 

調
査
及
び
検
査
結
果
は
、
様
式
第
３
の
１
の
「
航 

空
機
蚊
族
調
査
表
」
に
記
載
し
、
保
存
す
る
。 

（
３
）
港
湾
区
域
等
調
査 

航
空
機
が
頻
繁
に
到
着
す
る
区
域
（
空
港
エ
プ
ロ
ン
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
等
）
は
、
媒
介
蚊
及
び
感
染
蚊
が
そ
の
生
息
地
あ

る
い
は
蚊
媒
介
性
感
染
症
流
行
地
か
ら
航
空
機
を
介
し
て
直

接
、
侵
入
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
重
点
的
な
調
査
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
海
港
の
港
湾
区
域
及
び
空
港
の
前
述
以

外
の
空
港
区
域
に
つ
い
て
は
、
生
息
す
る
媒
介
蚊
の
発
生
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
侵

入
と
媒
介
蚊
の
国
内
拡
大
防
止
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
調
査
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
港
湾
区
域

等
に
調
査
区
及
び
調
査
定
点
を
設
定
し
、
一
定
の
頻
度
・
方

法
で
蚊
族
の
成
虫
及
び
幼
虫
を
捕
集
す
る
。 

ア.
 

調
査
頻
度
及
び
調
査
定
点 

調
査
対
象
の
検
疫
港
及
び
頻
度
は
、
別
表
１
の
「
侵

入
確
率
分
析
に
基
づ
く
蚊
族
調
査
の
区
分
と
頻
度
」
に

従
う
。
ま
た
、
別
添
１
の
「
蚊
族
調
査
に
お
け
る
調
査

区
及
び
調
査
定
点
の
設
定
」
に
従
い
、
調
査
区
及
び
定

点
を
設
定
し
調
査
す
る
。
設
定
し
た
定
点
は
、
様
式
第

３
の
２
の
「
蚊
族
調
査
定
点
記
録
表
」
に
定
点
位
置
等

を
記
載
し
て
保
存
す
る
。 

イ.
 

調
査
方
法
成
虫
調
査 

成
虫
調
査
の
調
査
方
法
は
、
別
添
２
の
「
蚊
族
の

採
集
方
法
」
、
２
の
炭
酸
ガ
ス
・
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

法
に
従
い
実
施
す
る
。 

① 

幼
虫
調
査 

幼
虫
調
査
の
調
査
方
法
は
、
別
添
２
の
「
蚊
族
の

採
集
方
法
」
、
３
の
ヒ
シ
ャ
ク
・
ピ
ペ
ッ
ト
法
及
び

４
の
ヤ
ブ
カ
・
イ
エ
カ
属
オ
ビ
ト
ラ
ッ
プ
法
に
従
い

実
施
す
る
。 

ウ.
 

記
録 

調
査
及
び
検
査
結
果
は
、
様
式
第
３
の
３
の
「
蚊
族

成
虫
調
査
結
果
表
」
及
び
様
式
第
３
の
４
の
「
蚊
族
幼
虫
調
査

結
果
表
」
に
記
載
し
保
存
す
る
。 

３
．
種
の
同
定
及
び
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
病
原
体
検
査 

採
集
し
た
蚊
族
の
種
の
同
定
は
、
別
添
３
の
「
蚊
族
調
査
に
お

け
る
種
の
同
定
及
び
病
原
体
検
査
並
び
に
検
体
の
送
付
方
法
」
、
３

の
種
の
同
定
を
参
考
に
実
施
す
る
。
同
定
の
結
果
、
参
考
資
料
の

「
検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症
の
主
な
媒
介

蚊
種
」
に
該
当
す
る
媒
介
蚊
及
び
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
種
の

成
虫
、
雌
に
つ
い
て
病
原
体
保
有
検
査
を
実
施
す
る
。
検
査
は
検

疫
所
業
務
管
理
室
が
指
定
し
た
検
査
機
関
へ
様
式
第
３
の
５
の

「
蚊
族
検
査
依
頼
書
」
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
依
頼
す
る
。
ま

た
、
種
の
同
定
が
困
難
な
場
合
、
同
様
に
検
査
を
依
頼
す
る
。 

４
．
評
価
及
び
対
策 

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
月
及
び
年
別
に
別
表
２
の
「
蚊
族
調

査
に
お
け
る
評
価
と
対
策
」
に
基
づ
き
評
し
、
対
策
を
講
じ
る
。

な
お
、
蚊
媒
介
性
感
染
症
の
流
行
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
検

疫
所
業
務
管
理
室
と
協
議
の
上
、
地
域
住
民
等
に
対
す
る
健
康
等

に
関
す
る
調
査
、
駆
除
、
環
境
整
備
等
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と

す
る
。 

   



５
．
報
告 
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港湾区域等調査

・幼虫調査

息状況及び調査結果等につい
等及び政令区域内を管轄する自

局（保健所等）に対して情報提

（雌）について病原体保有
空港では航空機調査を強
国内に生息しない媒介種を

務管理室に報告するとと
の3次メッシュについて成

。蚊族の駆除対策につい

疫所業務管理室に報告するとと
全ての3次メッシュについて成

。調査の結果により、流
、検疫所業務管理室と協議

部局（保健所等）と連携
健康等に関する調査、駆
入防止対策を講ずること

     

成虫

A 非常に低い 蚊族の採集なし 　通常の調査を継続する。 　通常の調査を継続する。

B 低い
蚊族を採集（媒介蚊

を除く）

　上記に加え、当該航空会社へ情報提供し、注意
喚起を行う。港湾管理者等及び政令区域内を管
轄する自治体の衛生主管部局（保健所等）に対し
て情報提供を行う。

　上記に加え、生
て、港湾管理者
治体の衛生主管部
供を行う。

C 中等度 媒介蚊を採集

　上記に加え、媒介蚊（雌）について病原体保有
調査を実施する。発見された路線について航空機
調査を強化し、当該航空会社に対して蚊の侵入防
止指導を行う。媒介蚊のうち国内に生息しない媒
介種を採集した場合、検疫所業務管理室に報告
するとともに、駐機場周辺、国際線旅客・貨物ター
ミナルビル等のエリアについて成虫調査の強化を
行う。

　上記に加え、媒介蚊
調査を実施する。当該
化する。媒介蚊のうち
採集した場合、検疫所業
もに、隣接する調査区
虫・幼虫調査を実施する
て検討を行う。

D 高い 感染蚊を採集

　上記に加え、検疫所業務管理室に報告するとと
もに、当該航空会社に対して、蚊の侵入防止のた
めの対策を実施するよう指導する。また、政令区
域内の全ての3次メッシュについて成虫調査を実
施し、調査の結果により、感染蚊が採集された場
合、検疫所業務管理室と協議の上、国内侵入防
止対策について協議する。

　上記に加え、検
もに、政令区域内の
虫・幼虫調査を実施する
行の恐れがある場合
の上、自治体の衛生主管
し、地域住民等に対する
除、環境整備等の国内侵
とする。

別表２

蚊族調査における評価と対策

評価
蚊媒介性感染症が発生す

る可能性
調査結果の定義

対策

航空機調査

 

蚊
族
の
採
集
状
況
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
終
了
毎

ご
と
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
に
必
要
事
項
を
入
力
後
、
電

子
メ
ー
ル
等
で
成
田
空
港
検
疫
所
、
媒
介
動
物
検
査
室
へ
送
付
す

る
。 平

成1
7

年8

月3

日
付､

食
安
検
発
第0

8
0
3
0
0
1

号｢

港
湾
区
域

等
衛
生
管
理
業
務
の
手
引
き
に
つ
い
て｣

に
よ
り､

ね
ず
み
族
及
び

蚊
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
改
訂
を
行
い､

港
湾
衛
生
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が､

標
記
手
引
き
の
別
添

1
 

｢

港
湾
衛
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

の

4.
(
1
)

媒
介
動
物
対
策
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
は､

別
添
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
の
で､

御

了
知
の
上､

そ
の
取
り
扱
い
に
留
意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す｡
 

６
．
そ
の
他 

資
料 

1
 

調
査
結
果
報
告
様
式 

 

（
１
）
評
価
マ
ッ
プ
の
作
成 

別
添｢

デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
及
び
送
付
方
法
等
に
つ
い
て｣

 

（
２
） 

関
係
機
関
等
に
お
け
る
捕
集
蚊
の
扱
い 

港
湾
区
域
等
に
所
在
す
る
関
係
機
関
等
及
び
航
空
機
等

か
ら
、
蚊
族
の
生
息
等
の
情
報
を
得
た
場
合
に
は
、
現
場

の
確
認
及
び
蚊
族
の
回
収
並
び
に
種
の
同
定
を
実
施
し
、

媒
介
種
及
び
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る
種
を
確
認
し
た

場
合
、
病
原
体
の
保
有
状
況
を
検
査
す
る
こ
と
。 

 

 [

食
安
検
発
第0

9
2
5
0
0
1

号
平
成18

 

年9
 

月2
5

日
各
検
疫

所
長
宛 

検
疫
所
業
務
管
理
室
長
通
知]

 
 

○ 
｢

港
湾
区
域
等
衛
生
管
理
業
務
の
手
引
き
に
つ
い
て｣

に

お
け
る
調
査
結
果
の
取
扱
い
に
つ
い
て(

抜
粋) 

別
図
の
「
評
価
マ
ッ
プ
の
作
成
例
」
を
参
考
と
し
て
調
査

区
毎
に
、
感
染
症
別
の
評
価
結
果
を
表
し
た
評
価
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。 

記 

1
｢

蚊
族
機
内
調
査｣

､
2
｢

蚊
族
捕
獲
調
査(

成
虫)

｣
､
3
｢

蚊
族
捕
獲
調

査(

幼
虫)

｣
､
4
｢

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査｣

､
5
｢

蚊
族
病
原
体
保
有
検

査｣
､
6
｢

ね
ず
み
族
病
原
体
保
有
検
査｣

､
7
｢

蚊
族.

ね
ず
み
族
評
価｣

 

1
.

媒
介
動
物
の
調
査
結
果
及
び
評
価
マ
ッ
プ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て 

ね
ず
み
族
及
び
蚊
族
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
得
ら
れ
た

調
査
結
果
の
う
ち､

捕
獲
状
況､

病
原
体
保
有
検
査
の
結
果
並
び
に

評
価
等
に
つ
い
て
は､

1
｢

蚊
族
機
内
調
査｣

､
2
｢

蚊
族
捕
獲
調
査(

成

虫)
｣
､
3
｢

蚊
族
捕
獲
調
査(

幼
虫)

｣
､
4
｢

ね
ず
み
族
捕
獲
調
査｣

､
5

｢

蚊
族
病
原
体
保
有
検
査｣

､
6
_
｢

ね
ず
み
族
病
原
体
保
有
検
査｣

及

び

7
｢

蚊
族.

ね
ず
み
族
評
価｣

の
調
査
結
果
報
告
様
式(

資
料

1
､

M
i
c
r
o
s
o
f
t
E
x
c
e
]

フ
ァ
イ
ル)

へ､

調
査
結
果
報
告
様
式
へ
の
入
力

時
の
留
意
事
項(

資
料

2
)

を
参
考
に
し
て
入
力
す
る
こ
と｡

ま
た､

入
力
の
対
象
と
な
る
媒
介
動
物
に
つ
い
て
は､

｢

感
染
症
別
人
力
対

象
蚊
種(

検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症
の
主

な
媒
介
蚊
種)

｣
(

資
料

3
)

及
び｢

感
染
症
別
人
力
対
象
ね
ず
み
族

(

検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症
を
媒
介
す
る

主
な
ね
ず
み
族)

｣
(

資
料

4
)

に
該
当
す
る
も
の
を
記
入
す
る
こ
と｡

記
入
に
際
し
て
は､

調
査
結
果
報
告
様
式
記
載
方
法(

例
示)

(

資
料

5
)

を
参
考
に
さ
れ
た
い｡

 

1
)

調
査
結
果
の
作
成
に
つ
い
て 

2
)

評
価
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て 

(

成
田
空
港
に
お
け
る
感
染
症
の
リ
ス
ク
評
価)

 

資
料 

2
 

調
査
結
果
報
告
様
式
へ
の
調
査
結
果
入
力
時
の
留
意
事

項 資
料

3
 

感
染
症
別
人
力
対
象
蚊
種(

検
疫
感
染
症
及
び
検
疫
感
染

症
に
準
ず
る
感
染
症
の
主
な
媒
介
蚊
種)

 

別
添 

資
料 

6
 

評
価
マ
ッ
プ
の
作
成
例 

資
料 

5
 

調
査
結
果
報
告
様
式
記
載
方
法(

例
示)

 

資
料 

4
 

感
染
症
別
人
力
対
象
ね
ず
み
族-

(

検
疫
感
染
症
及
び
検

疫
感
染
症
に
準
ず
る
感
染
症
を
媒
介
す
る
主
な
ね
ず
み
族)

 

評
価
マ
ッ
プ
は､

A
4

横
様
式
と
し､

ね
ず
み
族､

蚊
族
各
調
査
マ

 

デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
及
び
送
付
方
法
等
に
つ
い
て 
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ニ
ュ
ア
ル
中
の
別
表

2
｢

ね
ず
み
族
調
査
に
お
け
る
評
価
と
対
策｣

､

｢

蚊
族
調
査
に
お
け
る
評
価
と
対
策｣

の
調
査
結
果
の
定
義
に
従
い､

実
施
月
及
び
各
感
染
症(

蚊
族
は､

黄
熟､

マ
ラ
リ
ア､

デ
ン
グ
熱､

日
本
脳
炎､
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熟
の
各
感
染
症
に
つ
い
て､

ね
ず
み

族
は､

ラ
ッ
サ
熱､
ペ
ス
ト､

腎
症
候
性
出
血
熱､

ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス

肺

症

候

群

の

各

感

染

症)

に

つ

い

て

評

価

を

行

い､

M
i
c
r
o
s
o
f
t
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t

又
はW

o
r
d

に
貼
り
付
け
作
成
す
る
こ
と.

作
成
に
あ
た
っ
て
は､

資
料

6
｢

評
価
マ
ッ
プ
の
作
成
例(

成
田
空
港

に
お
け
る
感
染
症
発
生
の
リ
ス
ク
評
価)

｣

を
参
考
に
さ
れ
た
い｡

 

2
.

送
付
方
法
及
び
送
付
時
の
注
意
事
項
に
つ
い
て 

1
)
 

調
査
結
果
に
つ
い
て
は､

｢

調
査
結
果
報
告
様
式｣

に､

調
査

開
始
月
か
ら
順
に
各
月
の
調
査
結
果
を
追
記
入
力
し
送
付
す
る
こ

と｡

報
告
様
式(

E
x
c
e
l

フ
ァ
イ
ル)

を
取
り
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
に

は､

最
初
に

D
A
T
A

と
付
記
し
た
後
に､

検
疫
所
名
の
英
名
略
記
号､

酉
暦
年
の
下

2

桁
を
そ
れ
ぞ
れ
半
角
に
付
記
し
フ
ァ
イ
ル
名
と
し

送
付
す
る｡

 

2
)
 

評
価
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は､

調
査
開
始
月
か
ら
順
に
調
査
月

毎
の
月
別
評
価
マ
ッ
プ
を1

ペ
ー
ジ
ご
と
に
作
成
し､

フ
ァ
イ
ル
に

追
加
し
て
ゆ
き､

そ
の
年
の
実
績
を
取
り
ま
と
め
た
年
間
の
評
価

マ
ッ
プ
と
併
せ
て1

フ
ァ
イ
ル
単
位
と
し､

さ
ら
に
各
感
染
症
に
つ

い
て
同
様
に
作
成
し
た
も
の
をP

D
F

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
し､

送
付
す

る
こ
と
と
す
る｡

ま
た､

送
付
す
る
フ
ァ
イ
ル
名
は

M
A
P

と
付
記
し

た
後
に､

検
疫
所
名､

感
染
症
名
の
英
名
略
記
号､

西
暦
年
の
下2

桁

を
そ
れ
ぞ
れ
半
角
に
付
記
し
フ
ァ
イ
ル
名
と
し
送
付
す
る｡

 

検
疫
所
名:

 

小
樽-

O
T
,

千
歳
空
港-

C
A
,

仙
台-

S
D
,

仙
台
空
港-

S
A
,

成
田
空
港

-
N
A
,

千
葉-

C
B,

東
京
一

T
K,

羽
田
空
港-

H
A,

川
崎-

K
S
.

横
浜-

Y
H,

清
水-

s
M
,

新
潟-

N

Ⅰ,

名
古
屋-N

G
,

中
部
国
際
空
港-

C
I
A
,

大
阪

-
O
S
,

関
西
空
港-
K
A
,

神
戸
一

K
B
,

広
島
空
港-

H
S
A
,

広
島-

H
S
,

門
司

-
M
J
,

福
岡-

F
O,

福
岡
空
港-

F
A
,

長
崎-

N
S
,

鹿
児
島-

K
G
,

那
覇-

N
H,

那
覇
空
港-
N
H
A
 

等 

感
染
症
名:

 

黄
熟-

Y
､

マ
ラ
リ
ア-

M
､

デ
ン
グ
熱-

D
､

日
本
脳
炎-

J
､

ウ
エ
ス
ト
ナ

イ
ル
熟-W

､

ラ
ッ
サ
熱-

R
､

ペ
ス
ト-

P
､

腎
症
候
性
出
血
熱-

H
F
､

ハ

ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群-

H
P
 

等 

西
暦
年:

 

2
0
0
5

年-
0
5
､
2
0
0
6

年-
0
6
 

等 

例
示:

 

○2
0
0
5

年
に
お
け
る
成
田
空
港
検
疫
所
の
蚊
族(

デ
ン
グ
熱)

の
評

価
マ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ル:

 

M
A
P
.
N
A
.
D
.
0
5
.
p
d
f
 

○2
0
0
5

年
に
お
け
る
成
田
空
港
検
疫
所
の
ね
ず
み
族(

腎
症
候
性

出
血
熱)

の
評
価
マ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ル:

M
A
P
.
N
A
.
H
F
.
0
5
.
p
d
f
 

O
2
0
0
5

年
に
お
け
る
成
田
空
港
検
疫
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ァ
イ

ル:
D
A
T
A
.
N
A
.
0
5
.
x
l
s
 

等 

4
)

調
査
結
果
及
び
評
価
マ
ッ
プ
は
本
所
に
お
い
て
管
内
分
を
と

り
ま
と
め
の
上､

成
田
空
港
検
疫
所
媒
介
動
物
検
査
室[

電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

b
a
i
k
a
-
d
o
b
u
t
s
u
@
k
e
n
e
k
i
.
g
o
.
｣
p
 
]

ま
で
電
子
メ
ー

ル
に
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し､

調
査
実
施
の
翌
月
に
送
付
す
る
こ
と

と
す
る｡
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VII. 表・グラフ 
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調査
機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

1
2 1
3 1
4 2 3 3 1
5 6 8 2 2 1 2 1 2 4 3 6 6 1
6 6 4 2 2 6 2 3 2 1 4 8 3 3 3 1
7 6 2 2 6 1 2 2 　  1 2  1 4 8 3 3 1
8 3 2 2 6 1 1 1 1 1 1 2 1 2 4 8 3 3 1
9 3 1 2 2 6 2 2 3 2 4 8 3 3 1
10 3 4 2 6 1 1 1 4 8 6 3 3
11 1 1 1 2 3 1
12 3 3 1

年間 0 27 17 12 0 2 0 1 0 10 30 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 7 0 1 0 9 4 1 0 2 0 1 0 0 0 1 0 10 0 4 0 24 40 12 0 29 30 10

調査
機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

1 1 2 1 3 4 4 3 2
2 2 2 1 4 4 4 2 4 2
3 2 2 4 1 3 4 4 2 3 2
4 4 3 2 1 1 2 4 1 8 8 5 4 6 2 2 2 3 2 2 10 10 2
5 3 3 2 6 4 1 4 1 3 8 8 4 10 2 4 4 4 2 2 5 10 10 2
6 3 3 2 5 3 3 4 1 8 8 3 4 8 2 4 4 3 2 2 2 1 1 10 10
7 3 3 1 2 2 2 4 1 8 8 5 4 10 2 2 2 2 4 9 9 1
8 3 3 2 1 1 4 1 8 8 1 1 4 8 2 4 4 3 2 4 10 10 2
9 3 3 2 1 1 1 4 1 3 8 8 3 2 2 4 8 2 4 4 4 2 2 10 10 2
10 4 3 1 1 1 4 1 8 8 5 2 2 4 10 2 4 4 3 2 2 5 10 10 2
11 3 3 2 1 1 4 1 3 8 8 3 2 2 2 4 8 2 4 4 2 2 10 10 2
12 2 2 2 2 4 1 4 4 3

年間 0 26 24 21 0 20 16 17 0 40 0 12 0 0 0 15 0 80 80 19 0 0 0 9 0 7 7 2 0 32 68 20 0 28 28 30 0 16 20 10 0 2 1 1 0 79 79 22

調査
機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

1 3 1 3 3 1 4 2 30
2 3 3 3 1 4 2 36
3 3 3 3 1 4 2 1 35
4 24 24 3 4 4 1 2 2 2 3 3 1 4 2 1 30 1
5 24 24 3 4 4 1 2 2 1 3 3 1 4 6 4 1 14 4 1
6 24 24 3 4 4 1 2 2 1 1 1 1 3 3 4 6 4 1 17 4 1
7 2 1 1 24 24 3 4 4 1 2 2 1 3 3 1 4 6 4 1 29 4 3
8 24 24 3 4 4 1 1 3 3 1 4 6 4 1 26 4 3 1
9 24 24 3 4 4 1 1 1 4 4 1 2  2 2 2 1 3 3 1 2 4 6 4 1 12 3 2 1
10 24 24 5 4 4 1 2 2 2 2 1 1 1 2 2 1 3 3 1 5 6 4 1 14 1
11 24 24 3 4 4 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2 2 1 3 3 1 5 2 1
12 24 24 3 2 2 1 1 2 2 2 3 3 4 2 1

年間 0 2 1 1 0 216 216 38 0 32 32 8 0 5 5 1 0 18 18 10 0 5 0 5 0 8 8 5 0 1 1 1 0 36 36 10 0 2 0 0 50 48 24 10 243 19 8 6

調査
機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

機内
（機）

成虫
（調査
区）

幼虫
（調査
区）

ネズミ
（調査
区）

1 2 27 16 2 1 15 2 2 5 8 1 9 23 3 4 4 4
2 27 16 2 1 17 2 2 2 5 8 1 10 20 7 4 1 4 4 1
3 2 27 16 2 5 1 17 2 2 3 8 1 5 20 14 4 4 2 4 4
4 29 28 20 2 2 2 2 4 4 2 25 3 3 4 8 8 1 41 23 12 8 4 6 1 4 4
5 5 1 27 28 20 3 2 2 2 4 4 25 6 6 6 8 4 1 53 20 12 8 7 4 6 1 4 4 4 1
6 2 10 6 6 1 38 28 20 2 2 2 1 15 4 4 24 6 6 1 5 8 8 1 52 20 12 1 2 7 4 8 2 8 4 4
7 2  1 10 6 6 1 54 29 20 1 5 2 2 16 4 4 2 22 6 6 2 6 8 8 1 89 20 12 8 1 2 8 4 9 1 8 4 4 1
8 2 9 6 6 1 58 28 20 1 5 2 2 16 4 4 22 6 6 12 2 2 5 8 8 1 80 22 12 1 2 4 4 11 1 8 4 4
9 2 11 6 6 1 59 30 20 1 5 2 2 15 4 4 27 6 6 1 20 4 4 5 8 8 1 55 20 12 1 2 6 4 7 2 7 4 4
10 2 1 10 6 6 1 50 36 20 2 2 2 3 15 4 4 2 26 6 6 21 4 4 4 8 8 1 51 23 12 8 1 2 4 4 9 1 8 4 4 1
11 1 7 33 28 20 3 2 2 17 4 4 17 6 6 1 29 4 4 1 2 8 8 2 21 20 12 1 2 6 4 10 2 8 4 4 1
12 15 16 2 1 2 19 2 2 20 3 3 21 2 2 2 5 20 12 5 4 10 3 4 4 4

年間 0 10 0 3 62 30 30 10 444 299 160 23 20 20 16 10 162 40 40 8 208 48 48 3 105 16 16 1 52 88 60 12 471 251 108 24 0 6 12 0 79 48 80 17 55 48 48 5

表１　ベクターサーベイランスの月別実施状況（2008年）

月/
検疫
港

小樽検疫所 仙台検疫所 東京検疫所

001 小樽 002 石狩湾 003 稚内 004 留萌 005 紋別 006 網走 007 花咲 008 釧路 009 苫小牧 010 室蘭 011 函館 019 仙台塩釜 026 千葉

月/
検疫
港

東京検疫所 横浜検疫所 　新潟検疫所 名古屋検疫所 大阪検疫所

028 東京 029 川崎 030 横浜 033 直江津 034 新潟 035 伏木富山 036 金沢・七尾 040 清水 045 名古屋 046 四日市 050 和歌山下津 051 大阪

月/
検疫
港

大阪検疫所 神戸検疫所 広島検疫所 福岡検疫所 那覇検疫所 小樽検疫所

052 岸和田 053 神戸 059 広島 069 関門 070 博多 075 長崎 086 鹿児島 89 金武・中城 90 那覇 92 石垣 093 新千歳空港 094 旭川空港

月/
検疫
港

小樽検疫所 仙台検疫所 成田空港検疫所 東京検疫所 新潟検疫所 名古屋検疫所 関西空港検疫所 広島検疫所

119 那覇空港

福岡検疫所 那覇検疫所

095 函館空港 097 仙台空港 100 成田国際空港 101 東京国際空港 102 新潟空港 103 富山空港 104 小松飛行場 106 関西国際空港 109 広島空港 112 福岡空港105 中部国際空港
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捕集機数（個体数）      0 ( 0 )

調査機数 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 4 50 　

捕集機数（個体数） 0 ( 0 )

調査機数 30 36 35 30 14 17 29 26 12 14 243 　

捕集機数（個体数） 1 ( 1 )

 　 　 1 ( 1 ) 4 ( 41 ) 3 ( 11 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )

   1 ( 1 ) 1 ( 1 )   1 ( 1 )   1 ( 1 )  

1 ( 1 ) 　

1 ( 3 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 4 ( 5 ) 5 ( 12 ) 1 ( 1 )

1 ( 2 )

1 ( 1 ) 0

調査機数 5 10 10 9 11 10 7 62 　 1

捕集機数（個体数） 12 ( 57 ) 0

調査機数 27 27 27 29 27 38 54 58 59 50 33 15 444 　 52

捕集機数（個体数） 0 ( 0 )

調査機数 5 5 5 5 20 　

捕集機数（個体数） 0 ( 0 )

調査機数 15 17 17 15 16 16 15 15 17 19 162 　

捕集機数（個体数） 4 ( 4 ) 0

調査機数 25 25 24 22 22 27 26 17 20 208 4

捕集機数（個体数） 1 ( 1 ) 0

調査機数 2 12 20 21 29 21 105 1

捕集機数（個体数） 0 ( 0 )

調査機数 5 5 3 4 6 5 6 5 5 4 2 2 52 　

捕集機数（個体数） 14 ( 24 ) 0

調査機数 9 10 5 41 53 52 89 80 55 51 21 5 471 　 6

捕集機数（個体数） 1 ( 1 ) 2 ( 3 ) 0

調査機数 3 7 14 8 7 7 8 4 6 4 6 5 79 　 3

捕集機数（個体数） 0 ( 0 )

調査機数 4 8 8 8 7 8 8 4 55 　

捕集機数（個体数） 0 ( 0 ) 1 ( 1 ) 5 ( 43 ) 4 ( 12 ) 2 ( 2 ) 3 ( 5 ) 1 ( 1 ) 3 ( 3 ) 5 ( 6 ) 7 ( 14 ) 3 ( 3 ) 0 ( 0 ) 34 ( 90 ) 0

調査機数 93 106 110 141 145 180 253 249 226 208 145 95 1,951 67

捕集率（％）
3 10

合計
8 9 115 6 7

検疫所　

表２　航空機調査の月別実績（2008年）

病原体保有検査
（Flavivirus）

陽性／個体数
 路線データ

1 2 4

月

12

093新千歳空港

101東京国際空港 0.00

094旭川空港 0.00

097仙台空港

0.00

0.00

CGQ(中国）1.61

 合計 1.74
BKK、EWR（米）、MNL（比）、
HKG(中国）、ANC、SGN、
ICN、LAX（米）、ORD（米）

＊）
航空機から蚊が生息しているとの通報があり、調査した件数を含む実績

119那覇空港 0.00

112福岡空港 2.53 HKG(中国）、BKK

106関西国際空港 2.97
MNL、BKK、

ANC、SGN、ICN

100成田国際空港
＊） 2.70 DEL、BOM、BKK、EWR（米）、

LAX（米）、ORD（米）

102新潟空港 0.00

105中部国際空港

103富山空港 1.92
TPE、PVG、
ICN、DLC

104小松飛行場 0.95 PVG
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C
om
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W W W J,W J - J - W

EWR 米国 12 4 16 6 37.50 16.67 50 50

MNL フィリピン 77 77 8 10.39 10.39 2 1 10 1 14

BKK タイ 87 87 6 6.90 6.90 2 3 3 1 9

BOM インド 5 1 6 1 16.67 0.00 2 2

HKG 香港（中国） 70 70 1 1.43 1.43 2 2

ICN 韓国 355 355 2 0.56 0.56 1 1

PVG 中国 173 173 2 1.16 1.16 1 1 2

SGN ベトナム 21 21 1 4.76 4.76 1 1 2

ANC アラスカ（米国） 25 25 1 4.00 4.00 1 1

CGQ 中国 12 12 1 8.33 8.33 1 1

DEL インド 13 13 1 7.69 7.69 1 1

DLC 中国 58 58 1 1.72 1.72 1 1

LAX 米国 82 82 1 1.22 1.22 1 1

ORD 米国 28 28 1 3.57 3.57 1 1

TPE 台湾 241 241 1 0.41 0.00 1 1

ATL 米国 8 8 0

CAI エジプト 5 5 0

CAN 中国 15 15 0

CEB フィリピン 7 7 0

CGK インドネシア 15 15 0

CMB スリランカ 2 2 0

CNS オーストラリア 1 1 0

DFW 米国 15 15 0

DOH カタール 2 2 0

DPS インドネシア 2 2 0

DTW 米国 73 73 0

DXB アラブ首長国連

2

邦 1 1 0

FOC 中国 1 1 0

GMP 韓国 8 8 0

GUM グアム（米国） 39 39 0

GYD アゼルバイジャン 1 1 0

HAN ベトナム 8 1 9  　  0

HGH 中国 8 8 0

HRB 中国 32 32 0

IAD 米国 1 1 0

IAH 米国 9 9 0

JFK 米国 20 20 0

KHH 台湾 25 25 0

KHV ロシア 18 18 0

KNH 台湾 1 1 0

KUL マレーシア 2 2 0

MLE モリジブ 4 4 0

MSP 米国 2 2 0

NKG 中国 2 2 0

PDX 米国 4 4 0

PEK 中国 36 36 0

PER オーストラリア 1 1 0

PKC ロシア 1 1 0

PUS 韓国 14 14 0

REP カンボジア 1 1 0

RMQ 台湾 5 5 0

SEA 米国 3 3 0

SFO 米国 105 105 0

SHA 中国 12 12 0

SIN シンガポール 49 49 0

SZX 中国 1 1 0

TAO 中国 13 13 0

TNA 中国 1 1 0

ULN モンゴル 3 3 0

VVO ロシア 58 58 0

XMN 中国 7 7 0

YNT 中国 1 1 0

YVR カナダ 38 38 0

YYZ カナダ 6 6 0

1,945 6 1,951 34 1.74 1.44 2 4 56 9 1 1 13 3 1 90

注）　略語はReinert，2001及びTanaka，2003ｃに拠する。

計

（ANC：アンカレッジ、ATL：アトランタ、BKK：バンコック、BOM：ボンベイ、CAI：カイロ、CAN：広州、CEB：セブ、CGK：ジャカルタ、CGQ：長春、CMB：コロンボ、CNS：ケアンズ、：DEL：デリー、DFW：ダラス、DLC：大連、
DOH：ドーハ、DPS：デンパサール、DTW：デトロイト、DXB：ドバイ、EWR：ニューアーク、FOC：福州、GMP：金浦、GUM ：グアム、GYD：ヘイダルアリエブ、HAN：ノイバイ、HGH：杭州、HKG：香港、HRB： ハルビン、IAD：
ワシントン、IAH：ヒュストン、ICN：ソウル、JFK：ニューヨーク、KHH：高雄、KHV：ハバロフスク、KNH：金門、KUL：クアラルンプール、LAX：ロスアンジェルス、MLE：マレ、MNL：マニラ、MSP：ミネアポリス、NKG：南京、
ORD：シカゴ、PDX：ポートランド、PEK：北京、PER：パース、PKC：ペトロパブロスクカムチャスキー、PUS：プサン、PVG：上海虹橋、REP：シェムリアップ、RMQ：台中、SEA：シアトル、SFO：サンフランシスコ、SGN：ホー
チミン、SHA：上海浦東、SIN：シンガポール、SZX：深セン、TAO：青島、TNA：済南、TPE：台北、ULN：ウランバートル、VVO：ウラジオストク、XMN：厦門、YNT：煙台、YVR：バンクーバー、YYZ：トロント）
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表３　発航空港別の航空機調査の結果（2008年）
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Armiger
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カ
イ

エ
カ

）

そ
の

他
　

C
ul

ex
 p

ip
en

s
 C

o
m

pl
e
x

Y.D.W W J.W W W W W W W W J.W J.W - - - - - M.W M W - -

001小樽 27 1 61   62 62 　
002石狩湾 2 0
003稚内 10 3 8 1 12 12
004留萠 1 0
005紋別 1 1 1 1
006網走 1 1 32 5 38 3
007花咲 7 0
008釧路 9 0
009苫小牧 2 0
011函館 10 0
019仙台塩釜 24 105 1 495 5 606 602
026千葉 29 111 283 51 445 206
028東京 26 64 33 4  101 100
029川崎 20 30 149 179 69
030横浜 40 605 1 4 1 611 611
034新潟 80 394 285 13 3 23 1 719 665 23
036金沢・七尾 7 1 31 32 32
040清水 32 223 240   463 463
045名古屋 28 368 443 17 828 828
046四日市 16 5 427 10 442 442
050和歌山下津 2 9 53 2 64
051大阪 79 333 1 283 1,321 58 976    25 2,997 2,481
052岸和田 2 34 34 34
053神戸 216 100 1,469 601 30 2,200 2,185
059広島 32 35 75 110 110
069関門 5 7 1 18 26 26
070博多 18 20 20 40 40
075長崎 5 12 　 12 12
086鹿児島 8 1 1 2 2
089金武・中城 1 1 2 8 　 11 11
090那覇 36 161 91 24 276 276
092石垣 2 43 2 45 45
093新千歳空港 48 28 3 20 2 1 54 54
094旭川空港 19 1 1  2 2
095函館空港 10 0
097仙台空港 30 2 4 64 21 　 1 37 129 91 38
100成田国際空港 299 254 94 1 23 396 2,900 31 7 11 18 94 　 3,829 3,646 18
101東京国際空港 20 1  1 1
102新潟空港 40 42 219 8 269 263
103富山空港 48 51 38 14 1 104 104
104ｌ小松飛行場 16 42 94 9 145 133
105中部国際空港 88 16 20 36 36
106関西国際空港 251 3 1 1 3 17 16 1 　 1 　 2 　 1 46 29
109広島空港 6 2 1 3 3
112福岡空港 48 5 10   15 15
119那覇空港 48 16 9 1 174 57 1 1 1 　 　 260 256

合計 1,749 2,438 134 6 7 40 25 270 1,755 4,995 1,063 3,173 989 88 32 13 12 1 45 39 1 95 28 15,249 13,951 79
注）　略語はReinert，2001及びTanaka，2003ｃに拠する。
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表4　検疫港・空港別の蚊族政令区域等調査件数及び捕集蚊の実績（成虫調査：2008年）
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Y.D.W W W J.W W W W W W J.W J.W - - - - M.W - - -

001小樽 17 2 2 4 0.2
003稚内 30 6 6 0.2
005紋別 1 1 1 1.0
008釧路 4 4 4 1.0
019仙台塩釜 40 33 21 1 5  60 1.5
026千葉 30 11 1 6 18 0.6
028東京 24 10   11 2 23 1.0
029川崎 16 2 2 0.1
034新潟 80 37 5 1 1 3 47 0.6
036金沢・七尾 7 3 　 1 4 0.6
040清水 68 46 46 0.7
045名古屋 28 8 8 0.3
046四日市 20 14 2 16 0.8
050和歌山下津 1 1 1 1.0
051大阪 79 45 10 22 5  82 1.0
052岸和田 1 0 0.0
053神戸 216 99 1 5 34 3 9 151 0.7
059広島 32 12 9 21 0.7
069関門 5 2 2 0.4
070博多 18 3  4 7 0.4
086鹿児島 8 0 0.0
089金武・中城 1 1 1 1.0
090那覇 36 6 3 1  10 0.3
093新千歳空港 24 1 9 2 1 13 0.5
094旭川空港 8  2 1 3 0.4
097仙台空港 30 9 1 1 11 0.4
100成田国際空港 160 93 37 　 13 13 4 1 48 1 210 1.3
101東京国際空港 16 0 0.0
102新潟空港 40 19 2 21 0.5
103富山空港 48 30 2 29 11 　 5 1 78 1.6
104小松飛行場 16 3 2 8 13 0.8
105中部国際空港 60   17 4  21 0.4
106関西国際空港 108 27 1 1 1 5 9 6 4 1 2 2 59 0.5
109広島空港 12 0 0.0
112福岡空港 80 15 25 4 5 3 3 55 0.7
119那覇空港 48 6 1 5 1 13 0.3

合計 1,412 525 3 1 83 15 9 10 162 58 41 4 6 3 5 13 7 1 52 12 1,011 0.7
注）　略語はReinert，2001及びTanaka，2003ｃに拠する。

O
ch

. j
ap

on
ic

us
 ja

po
ni

cu
s 

(ヤ
マ

ト
ヤ

ブ
カ

)

　
年
間
延
べ
区
域
数

（
A

）

C
x.

 s
as

ai
（
ヤ

マ
ト

ク
シ

ヒ
ゲ

カ
）

１
調
査
区
の
平
均
捕
集
数

（
B
/
A

)

 A
n.

 s
in

en
si

s
  
（
シ

ナ
ハ

マ
ダ

ラ
カ

）

T
p.

 b
am

bu
sa

　
（
キ

ン
パ

ラ
ナ

ガ
ハ

シ
カ

）

 U
ra

no
ta

en
ia

 n
ov

ob
sc

ur
a

 (
フ

タ
ク

ロ
ホ

シ
チ

ビ
カ

)

C
x.

 s
it
ie

ns
  

(ヨ
ツ

ホ
シ

イ
エ

カ
)

Culex （Cx. ）

合
計

(

B

)

 A
e.

 f
la

vo
pi

ct
us

 （
ヤ

マ
ダ

シ
マ

カ
）

C
x.

 B
it
ae

ni
or

hy
nc

hu
s 

 （
カ

ラ
ツ

イ
エ

カ
）

表5　検疫港・空港別の蚊族政令区域等調査件数及び捕集蚊の実績（幼虫調査：2008年）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 B

002石狩湾 A
003稚内 B
004留萠 A
005紋別 B
006網走 B
007花咲 A
008釧路 B

009苫小牧 A
011函館 A

019仙台塩釜 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C
026千葉  ◎ ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
028東京 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
029川崎 ◎ ○◎ ◎ ◎ ○◎ C
030横浜 B
034新潟 ○ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

036金沢・七尾 ◎ ○ ○ C
040清水 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

045名古屋 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ C
046四日市 ◎ ○◎ ○ ○◎ ○ ○ C

050和歌山下津 ◎ C
051大阪 ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

052岸和田 B
053神戸 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C
059広島 ○◎ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ◎ C
069関門 ◎ ◎ C
070博多 ◎ ○◎ ○◎ ◎ C
075長崎 ◎ ◎ C

086鹿児島 ◎ C
089金武・中城 ◎ C

090那覇 ○◎ ◎ ◎ ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ◎ C
092石垣 ◎ C

093新千歳空港 B
094旭川空港 B
095函館空港 A
097仙台空港 ○ ○◎ ○◎ ○ C

100成田国際空港 ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
101東京国際空港 B

102新潟空港 ○ ○ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
103富山空港 ○ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C

104小松飛行場 ○ ○◎ ◎ C
105中部国際空港 B
106関西国際空港 ○ ○ ○ ○◎ ○ ○ C

109広島空港 B
112福岡空港 ○ ○ ○ ○◎ ○◎ ○ ○ C
119那覇空港 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ C

成虫調査のみ実施月 ◎ 成虫捕獲

成虫・幼虫調査実施月 ○ 幼虫捕獲

表6 黄熱及びデング熱媒介種*)の成虫・幼虫の生息状況

*)Aedes albopictus

年間評価検疫港・空港
月
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 ○◎ C

002石狩湾 A
003稚内 ○ ○ ○ ○ C
004留萠 A
005紋別 ○ C
006網走  B
007花咲 A
008釧路 B

009苫小牧 A
011函館 A

019仙台塩釜 ○◎ ○ ○◎ ○ ○ C
026千葉 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ C
028東京 ◎ C
029川崎 B
030横浜 ◎ ◎
034新潟 ◎ ◎ C

036金沢・七尾 B
040清水 B

045名古屋 ◎ ◎ ◎ C
046四日市 ◎ ◎ ◎ C

050和歌山下津 ◎ C
051大阪 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ C

052岸和田 B
053神戸 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ C
059広島 B
069関門 B
070博多 B
075長崎 B

086鹿児島 B
089金武・中城 B

090那覇 B
092石垣 B

093新千歳空港 ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C
094旭川空港 ○ ○ C
095函館空港 A
097仙台空港 ○◎ ◎ ◎ C

100成田国際空港 ○ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
101東京国際空港 B

102新潟空港 ◎ ◎ C
103富山空港 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C

104小松飛行場 ◎ ○◎ C
105中部国際空港 ◎ ◎ ○ ◎ C
106関西国際空港 ◎ ○ ○◎ ○◎ ○ ○◎ ◎ ◎ C

109広島空港 ◎ C
112福岡空港 ○ ○ ○ C
119那覇空港 B

成虫調査のみ実施月 成虫捕獲
成虫・幼虫調査実施月 ○ 幼虫捕獲

*)  Cx. tritaeniorhynchus， Cｘ. inatomii，Och. Japonicus

検疫港・空港
月

 表7　日本脳炎媒介種*)の成虫・幼虫の生息状況　2008年

年間評価
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 ○◎ ◎ ○◎ ◎ ◎ C

002石狩湾 A
003稚内 ○ ○◎ ○ ○◎ C
004留萠 A
005紋別 ○◎ C
006網走 ◎ C
007花咲 A
008釧路 ○ ○ C

009苫小牧 A
011函館 A

019仙台塩釜 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
026千葉 ◎ ◎ ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ C
028東京 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
029川崎 ◎ ◎ ◎ ○◎ ◎ ◎ ○◎ ◎ C
030横浜 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ C
034新潟 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

036金沢・七尾 ◎ ○◎ ○◎ ◎ C
040清水 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ C

045名古屋 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ◎ ○◎ ○◎ C
046四日市 ◎ ◎ ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

050和歌山下津 ○◎ C
051大阪 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

052岸和田 ◎ C
053神戸 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
059広島 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ○◎ C
069関門 ○◎ ○◎ ◎ C
070博多 ○◎ ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○ C
075長崎 ◎ ◎ C

086鹿児島 ◎ C
089金武・中城 ○◎ C

090那覇 ○◎ 　 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ◎ C
092石垣 ◎ C

093新千歳空港 ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
094旭川空港 ○◎ ○ ○ C
095函館空港 A
097仙台空港 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

100成田国際空港 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ C
101東京国際空港 ◎ C

102新潟空港 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎ ◎ C
103富山空港 ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

104小松飛行場 ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C
105中部国際空港 ◎ ◎ ◎ ○◎ ○ ◎ ◎ C
106関西国際空港 ◎ ○ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ C

109広島空港 ◎ C
112福岡空港 ◎ ○◎ ○ ○ ○◎ ○◎ ○ ○ ○ ○ C
119那覇空港 ○ ◎ ○ ○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ C

成虫調査のみ実施月 ◎ 成虫捕獲
成虫・幼虫調査実施月 幼虫捕獲

検疫港・空港
月

*)Ae. albopictus， Ae. vexans nipponii ， Ar. subalbstus  ，Cx. Inatomii ，Cx. pipiens molestus ，Cx. pipiens
pallens ， Cx. pipiens quinquefaciatus ，Cx. Tritaeniorhynchus ，Och. japonicus japonicus ，Och. Togoi， An.
sinensis

 表8　ウエストナイル熱媒介種*)の成虫・幼虫の生息状況　2008年

年間評価
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 B

002石狩湾 A
003稚内 B
004留萠 A
005紋別 B
006網走 B
007花咲 A
008釧路 B

009苫小牧 A
011函館 A

019仙台塩釜 B
026千葉 B
028東京 B
029川崎 B
030横浜 B
034新潟 ◎ ◎ ○◎ C

036金沢・七尾 B
040清水 B

045名古屋 B
046四日市 B

050和歌山下津 B
051大阪 B

052岸和田 B
053神戸 B
059広島 B
069関門 B
070博多 B
075長崎 B

086鹿児島 B
089金武・中城 B

090那覇 B
092石垣 B

093新千歳空港 ◎ C
094旭川空港 B
095函館空港 A
097仙台空港 ◎ ◎ ◎ ◎ C

100成田国際空港 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ C
101東京国際空港 B

102新潟空港 B
103富山空港 B

104小松飛行場 B
105中部国際空港 B
106関西国際空港 ○ ○◎ ◎

109広島空港 ◎ C
112福岡空港 ○ C
119那覇空港 B

成虫調査のみ実施月 ◎ 成虫捕獲
成虫・幼虫調査実施月 幼虫捕獲

*)Anopheles

検疫港・空港
月

 表9　マラリア媒介種*)の成虫・幼虫生息状況　2008年

年間評価

C
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グラフ2　検疫港・空港の月別の日平均気温とデング熱媒介蚊の捕集実績
(2008年）
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日平均気温は気象庁発表による１時から24時までの毎正時24回の観測値の平均。

媒介種捕集

沖縄・南西諸島

北海道

本州

媒介種：ヒトスジシマカ

 
 

 

グラフ3　検疫港・空港の月別の日平均気温と日本脳炎媒介蚊の捕集実績(2008年）
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グラフ4　検疫港・空港の月別の日平均気温とウエストナイル熱媒介蚊の捕集実績(2008年）
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媒介種捕集

沖縄・南西諸島

北海道

本州

ウエストナイル媒介種：ヒトスジシマカ，キンイロヤブカ，シナハマダラカ，オオクロ
ヤブカ，イナトミシオカ，チカイエカ，アカイエカ，ネッタイイエカ，コガタアカイエカ，
ヤマトヤブカ，トウゴウヤブカ，アカイエカ群

 
 

グラフ5　検疫港・空港の月別の日平均気温とマラリア媒介蚊の捕集実績
(2008年）

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

℃

小樽

石狩

稚内

留萌

紋別

網走

花咲

釧路

苫小牧

室蘭

函館

塩釜仙台

千葉

東京

川崎

横浜

新潟

金沢

清水

名古屋

四日市

和歌山下津

大阪

岸和田

神戸

広島

関門

博多

長崎

鹿児島

金武・中城

那覇

石垣

旭川空港

千歳空港

函館空港

仙台空港

成田国際空港

東京国際空港

新潟空港

富山空港

小松飛行場

中部国際空港

関西国際空港

広島空港

福岡空港

那覇空港

日平均気温は気象庁発表による１時から24時までの毎正時24回の観測値の平均。
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本州

媒介種：ハマダラカ属

 
 

 

 

 
 
 

 39



 40

　Mus
spp

　
R

at
tu

s 
ra

tt
us

 (
ク

マ
ネ

ズ
ミ

)

　
R

at
tu

s 
no

rv
eg

ic
us

 (
ド

ブ
ネ

ズ
ミ

)

　
M

us
 m

us
cu

lu
s 

(ハ
ツ

カ
ネ

ズ
ミ

)

　
A

po
de

m
us

 s
pe

ci
os

us
 (

ア
カ

ネ
ズ

ミ
)

　
A

po
de

m
us

 a
in

u
　

(エ
ゾ

ア
カ

ネ
ズ

ミ
)

　
C

le
th

ri
on

om
ys

 r
uf

oc
an

us
 b

ed
fo

rd
ia

e
（
ヤ

チ
ネ

ズ
ミ

）

C
le

th
ri
on

om
ys

 s
ik

ot
an

en
si

s
（
ム

ク
ゲ

ネ
ズ

ミ
）

そ
の

他

P ― P、HF P、HF P P P P P P

001小樽 12 14 14 20 13 33 2.8 31
002石狩湾 1 0 3 3 3.0 2
003稚内 1 0 0 0.0
004留萠 1 0 1 1 1.0
005紋別 1 0 6 6 6.0 5
006網走 1 1 1 1 1 1.0 1
007花咲 1 0 8 8 8.0 7
008釧路 1 0 1 1 1.0

009苫小牧 1 0 0 0.0
010室蘭 1 0 1 1 2 2.0 2
011函館 4 0 0 0.0

019仙台塩釜 12 0 18 1 19 1.6 16
026千葉 10 0 2 2 0.2
028東京 21 0 5 5 0.2 5
029川崎 17 5 5 6 2 8 0.5 5
030横浜 12 0 2 2 0.2 2

033直江津 15 1 1 7 2 9 0.6 8
034新潟 19 0 4 5 9 0.5 4

035伏木富山 9 0 5 1 6 0.7 6
036金沢・七尾 2 0 2 2 1.0 2

040清水 20 2 2 9 9 0.5 9
045名古屋 30 0 16 1 17 0.6 17
046四日市 10 0 1 1 0.1

050和歌山下津 1 0 1 1 1.0 1
051大阪 22 0 6 6 0.3 6

052岸和田 1 0 1 1 1.0 1
053神戸 38 1 1 1 48 4 53 1.4 46
059広島 8 0 1 1 0.1 1
069関門 1 0 1 1 1.0
070博多 10 0 4 4 0.4 4
075長崎 5 0 1 1 0.2 1

086鹿児島 5 0 0 0.0
089金武・中城 1 0 0 0.0

090那覇 10 0 16 16 1.6 13
093新千歳空港 10 2 2 1 4 2 1 8 0.8 7
094旭川空港 6 0 　 3 3 0.5 1
095函館空港 3 0 2 2 0.7 1
097仙台空港 10 0 9 9 0.9 9

100成田国際空港 23 0 1 7 8 0.3 5
101東京国際空港 10 0 0 0.0

102新潟空港 8 0 3 3 0.4 3
103富山空港 3 0 1 1 0.3 1

104小松飛行場 1 0 3 3 3.0 3
105中部国際空港 12 0 2 3 5 0.4 4
106関西国際空港 24 0 1 39 40 1.7 37

112福岡空港 17 0 8 8 0.5 1
119那覇空港 5 0 2 2 7 11 2.2 6

合計 436 22 4 26 24 172 96 21 4 6 1 5 329 0.8 273
媒介種の感染症の種類（P：ペスト、HF：HFRS）

ペスト病原体の検査：解剖、IFA抗体検査またはPCR法 HFRSの検査：IFA抗体検査  

Apodemus Clethrionomys
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（
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）

属、亜属及び種

表10　検疫港・空港別のねずみ族政令区域等調査件数及び捕獲の実績（2008年）
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Rattus spp

 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 ● ● ● ● ● B

002石狩湾 〇 B
003稚内 　 A
004留萠 〇 B
005紋別 〇 B
006網走 ● B
007花咲 〇 B
008釧路 〇 B

009苫小牧 　 A
010室蘭 〇 B
011函館 A

019仙台塩釜 〇 〇 〇 B
026千葉 〇 B
028東京 〇 〇 〇 〇 B
029川崎 〇 ● 〇 〇 B
030横浜 〇 〇 B

033直江津 ● 〇
034新潟 〇 〇 〇 B

035伏木富山 〇 〇 〇
036金沢・七尾 〇 B

040清水 〇 〇 〇 〇 B
045名古屋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 B
046四日市 〇 B

050和歌山下津 〇 B
051大阪 〇 〇

052岸和田 〇 B
053神戸 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 B
059広島 〇 B
69関門 〇 B
070博多 〇 〇 〇 B
075長崎 〇 B

086鹿児島 A
089金武・中城 A

090那覇 〇 〇 　 〇 　 〇 〇 〇 〇 B
093新千歳空港 〇 〇 〇
094旭川空港 〇 B
095函館空港 〇 〇
097仙台空港 〇 〇 〇 B

100成田国際空港 〇 〇 〇 〇
101東京国際空港 A

102新潟空港 〇 〇
103富山空港 〇 B

104小松飛行場 〇 B
105中部国際空港 〇 〇 〇 B
106関西国際空港 〇 〇

112福岡空港 〇 〇 〇 〇 〇 〇
119那覇空港 〇 B

成虫調査実施月

●：ペスト媒介種ノミの寄生があったネズミを捕獲 〇：ネズミを捕獲

年間評価

＊）Nosopsyllus fasciatus, Oropsylla montanus,Pulex Irritans,Xenopsylla astia，Xenopsylla brasiliensis,Xenopsylla
cheopis,Xenopsylla vexabilis

検疫港・空港

表11　ペスト媒介種のねずみ及びノミ＊）の生息状況　2008年

月

B

B

B

B

B

B

B

B
B
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
001小樽 〇 B
002石狩湾 B
003稚内 A
004留萠 〇 B
005紋別 B
006網走 B
007花咲 B
008釧路 B
009苫小牧 A
010室蘭 B
011函館 A
019仙台塩釜 B
026千葉 〇 B
028東京 〇 B
029川崎 〇 〇 〇 B
030横浜 〇 B
033直江津 〇 〇
034新潟 B
035伏木富山 〇 B
036金沢・七尾 B
040清水 B
045名古屋 〇 〇 〇 B
046四日市 B
050和歌山下津 B
051大阪 B
052岸和田 B
053神戸 〇 〇 〇
059広島 〇 B
069関門 B
070博多 B
075長崎 〇 B
086鹿児島 A
089金武・中城 A
090那覇 〇 〇 〇 〇 B
093新千歳空港 〇 B
094旭川空港 B
095函館空港 B
097仙台空港 B
100成田国際空港 B
101東京国際空港 A
102新潟空港 B
103富山空港 B
104小松飛行場 B
105中部国際空港 B
106関西国際空港 B
112福岡空港 B
119那覇空港 〇 B
 成虫調査実施月

年間評価

　〇：ネズミを捕獲
＊）Rattus norvegicus、Rattus rattus

表12　HFRS媒介種＊）のねずみの生息状況　2008年

検疫港・空港
月

B

B
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黄熱 マラリア デング熱 日本脳炎
ウエストナ

イル熱
ラッサ熱 ペスト HFRS HPS

B B B C C B B B B

A A A A A B B B B

B B B C C A A A A

A A A A A B B B B

B B B C C B B B B

B B B B C B B B B

A A A A A B B B B

B B B B C B B B B

A A A A A A A A A

- - - - - B B B B

A A A A A A A A A

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

C B C B C B B B B

B B B C C B B B B

- - - - - B B B B

C C C C C B B B B

- - - - - B B B B

C B C B C B B B B

C B C B C B B B B

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

B B B B C B B B B

C B C C C B B B B

C B C B C B B B B

C B C B C B B B B

C B C B C B B B B

C B C B C B B B B

C B C B C A A A A

C B C B C A A A A

C B C B C B B B B

C B C B C - - - -

B C B C C B B B B

B B B C C B B B B

A A A A A B B B B

C C C C C B B B B

C C C C C B B B B

B B B B C A A A A

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

C B C C C B B B B

B B B C C B B B B

C C C C C B B B B

B C B C C - - - -

C C C C C B B B B

C B C B C B B B B

A 6 6 6 6 6 6 6 6 6

B 12 33 12 16 0 41 41 41 41

C 28 7 28 24 40 0 0 0 0

D 0 0 0 0 0 0 0 0 0

感染症が流行する可能性の評価（A：非常に低い、B 低い、C 中程度、D 高い） 

109広島空港

112福岡空港

119那覇空港

103富山空港

104小松飛行場

105中部国際空港

106関西国際空港

097仙台空港
100成田国際空港

101東京国際空港

102新潟空港

092石垣

093新千歳空港

094旭川空港

095函館空港

075長崎

086鹿児島

089金武・中城

090那覇

053神戸

059広島

069関門

070博多

046四日市

050和歌山下津

051大阪

052岸和田

035伏木富山

036金沢・七尾

040清水

045名古屋

029川崎

030横浜

033直江津

034新潟

011函館

019仙台塩釜

026千葉

028東京

007花咲

008釧路

009苫小牧

010室蘭

003稚内

004留萠

005紋別

006網走

表13　　サーベイランスの結果から見た感染症が発生する評価レベル（2008年）

蚊族評価基準（A：蚊族の採集なし、B：蚊族を採集（媒介蚊を除く）、C：媒介蚊を採集、D： 感染蚊を採集

ねずみ族評価基準（A：ねずみ族の捕獲・証跡なし、B：ねずみ族の生息を確認、C：病原体の特異抗体を確認、D： 病原体を確認）

評価

調査対象検疫港数 46 47

検疫所/検疫感染症　

001小樽

002石狩湾
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訂正箇所 
 P９の３． 

誤：「成田空港検疫所衛生課媒介動物検査室」 
正：「成田空港検疫所媒介動物検査室」 
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